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主な内容

リズムに乗って優雅なダンス！

第20回全国健康福祉祭いばらき大会

　11月11日、牛久運動公園体育館で「第20回全国

健康福祉祭いばらき大会」が開催されました。

　この大会は、「ねんりんピック」という愛称で親

しまれ、60歳以上の高齢者を中心にマラソン、

ソフトテニスなどの各種スポーツ競技や、美術展・

音楽文化祭などの文化イベントなど、あらゆる世

代の人たちが交流し、楽しめる祭典です。

　牛久市は、ダンススポーツの会場となり、全国

から選び抜かれた方々の優雅で熱のこもったダン

スを一目見ようと、たくさんの人が観覧に訪れま

した。

市 民 憲 章
　1. 水と緑を愛し 美しいまちをつくりましょう
　1. 未来をのぞみ 明るいまちをつくりましょう
　1. 心をやさしく 福祉のまちをつくりましょう
　1. 日日をはげみ 豊かなまちをつくりましょう
　1. 笑顔をたやさず 平和なまちをつくりましょう
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第
４
回
市
議
会
定
例
会
が
、
12
月
３
日
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す（
12
月
17
日
ま
で
会

期
15
日
間
）。
こ
の
定
例
会
に
提
出
す
る
条
例
な
ど
の
改
正
案
、
補
正
予
算
案
の
概

要
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
※（　

）内
は
担
当
課
。

条
例
の
制
定
・
改
正
案

議
案
第
84
号　

牛
久
市
公
共
施
設
の
暴

力
団
等
排
除
に
関
す
る
条
例
に
つ
い

て（
総
務
課
）…
暴
力
団
な
ど
の
利
益

に
な
る
と
認
め
ら
れ
る
公
共
施
設
の

使
用
の
許
可
に
つ
い
て
、
使
用
制
限

を
定
め
、
市
民
の
生
活
の
安
全
と
平

穏
の
確
保
を
図
る
た
め
定
め
る
も
の

で
す
。

議
案
第
85
号　

牛
久
市
職
員
退
職
手
当

基
金
条
例
に
つ
い
て（
総
務
課
）…
市

職
員
の
大
量
退
職
に
よ
る
退
職
手
当

の
負
担
金
増
大
に
備
え
る
た
め
、
基

金
を
創
設
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
86
号　

牛
久
市
駐
車
場
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
道
路
建
設
課
）…
ひ
た
ち
野
う
し
く

駅
前
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
駐
車
場
と

し
て
施
設
整
備
し
管
理
す
る
た
め
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
87
号　

牛
久
市
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て（
高
齢
福
祉
課
）

…
平
成
21
年
度
か
ら
３
年
間
に
わ
た

り
、
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
お
よ

び
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
す
る

た
め
、
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
策
定

委
員
会
委
員
の
報
酬
を
定
め
る
も
の

で
す
。

議
案
第
88
号　

地
方
公
務
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て（
総

務
課
）…
小
学
校
入
学
前
の
子
を
持

つ
職
員
が
、
長
期
間
に
わ
た
る
育
児

と
仕
事
の
両
立
が
可
能
に
な
る
よ
う
、

育
児
の
た
め
の
短
時
間
勤
務
制
度
を

導
入
す
る
た
め
改
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
89
号　

牛
久
市
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て（
総
務
課
）…
人
事
院

勧
告
に
基
づ
き
、
若
年
層
に
限
定
し

た
給
料
月
額
の
引
き
上
げ
、
子
な
ど

に
係
る
扶
養
手
当
の
引
き
上
げ
、
期

末
・
勤
勉
手
当
の
引
き
上
げ
を
行
う

た
め
改
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
90
号　

牛
久
市
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て（
医
療
年
金
課
）…
65
歳
以

上
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
つ
い

て
、
受
給
し
て
い
る
年
金
か
ら
国
民

健
康
保
険
税
を
徴
収
す
る
こ
と
に
つ

い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
91
号　

牛
久
市
土
採
取
事
業
規

制
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て（
道
路
建
設
課
）…
土
採
取
事

業
の
規
制
の
対
象
と
な
る
面
積
を
１

０
０
０
㎡
か
ら
３
０
０
㎡
に
、
量
を

２
０
０
０
㎥
か
ら
３
０
０
㎥
に
変
更

し
、
指
導
の
強
化
を
図
り
、
災
害
な

ど
の
防
止
と
地
域
住
民
の
安
全
、
環

境
の
保
全
を
図
る
た
め
改
め
る
も
の

で
す
。

議
案
第
92
号　

牛
久
市
自
転
車
駐
車

場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
都
市
計
画
課
）…
牛
久
市
自
転
車
駐

車
場
に
お
い
て
、
原
動
機
付
自
転
車
、

大
型
・
普
通
自
動
二
輪
車
の
定
期
使

用
や
一
時
使
用
を
新
た
に
行
う
た
め

改
め
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算
案（
行
政
経
営
課
）

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　

現
在
の
予
算
額
に
４
億
９
２
９
７
万

８
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
２
１
４
億

５
１
６
０
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

【
総
務
費
】

・
ひ
た
ち
野
う
し
く
駅
自
転
車
駐
車

場
を
運
営
す
る（
３
３
０
万
円
）…
原

付
・
自
動
二
輪
置
場
を
新
増
設
す
る

た
め
の
増
額
。

・
行
政
区
集
会
施
設
の
整
備
や
管
理
に

対
す
る
助
成
を
す
る（
１
０
５
３
万

５
千
円
）
…
緑
ヶ
丘
区
集
会
所
隣
接

地
土
地
購
入
費
お
よ
び
上
池
台
行
政

区
、
小
坂
団
地
行
政
区
集
会
施
設
の

解
体
費
用
の
計
上
。

【
民
生
費
】

・
公
立
保
育
園
の
運
営
に
必
要
な
人
材

を
配
置
す
る（
１
１
７
７
万
７
千
円
）

…
保
育
士
な
ど
の
採
用
に
よ
る
人
件

費
の
増
額
。

・
生
活
扶
助
費
を
支
給
す
る（
１
３
９
０

万
２
千
円
）…
国
庫
負
担
金
の
精
算
。

・
知
的
障
害
者
の
居
宅
生
活
を
支
援
す

る（
５
４
３
万
６
千
円
）…
施
設
に
通

所
す
る
際
の
送
迎
費
用
の
増
額
。

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

（
８
６
６
万
９
千
円
）

・
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出

金（
８
４
９
万
７
千
円
）

・
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

（
１
９
０
万
９
千
円
）

【
衛
生
費
】

・
清
掃
工
場
を
維
持
管
理
す
る（
１
２
６

６
万
５
千
円
）…
清
掃
工
場
内
の
資
源

平
成
19
年
第
４
回
市
議
会
定
例
会
提
出
予
定
議
案

条
例
な
ど
の
改
正（
案
）の
概
要
に
つ
い
て

問い合わせは、市役所（☎873-2111）各担当課まで
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化
施
設
で
の
補
修
工
事
費
の
計
上
。

【
農
林
水
産
業
費
】

・
竹
林
を
活
用
す
る（
20
万
円
）…
竹
林

再
生
事
業
補
助
金
の
交
付
。

【
商
工
費
】

・
中
小
企
業
に
資
金
融
資
の
助
成
を
す

る（
１
１
９
万
円
）…
茨
城
県
信
用
保

証
協
会
に
対
す
る
出
え
ん
金
の
増
額
。

【
土
木
費
】

・
道
路
施
設
を
維
持
補
修
す
る（
３
６

０
５
万
円
）
…
小
坂
団
地
内
、
田
宮

２
丁
目
な
ど
計
７
路
線
に
つ
い
て
、

維
持
補
修
す
る
た
め
の
増
額
。

・
都
市
計
画
の
継
続
的
な
見
直
し
と
管

理
を
す
る（
５
３
５
万
５
千
円
）…
牛

久
西
地
区
調
整
池
基
本
構
想
調
査
費

の
計
上
。

・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

（
６
３
８
万
５
千
円
）

【
消
防
費
】

・
消
火
栓
や
防
火
水
槽
を
維
持
管
理
す

る（
２
２
４
万
円
）…
県
南
水
道
へ
の

消
火
栓
修
繕
負
担
金
の
計
上
。

【
教
育
費
】

・
岡
田
小
学
校
を
耐
震
補
強
し
大
規
模

改
修
す
る（
２
億
６
５
７
０
万
６
千
円
）

・
牛
久
運
動
公
園
を
維
持
管
理
す
る

（
１
７
０
９
万
３
千
円
）…
牛
久
運
動

公
園
駐
車
場
の
増
設
に
伴
う
造
成
工

事
に
よ
る
増
額
。

・
牛
久
運
動
広
場
駐
車
場
を
増
設
す
る

（
１
７
２
０
万
８
千
円
）…
牛
久
運
動

広
場
の
駐
車
場
増
設
に
伴
う
土
地
購

入
に
よ
る
増
額
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

　

現
在
の
予
算
額
に
８
４
９
万
７
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
67
億
１
７
８
４
万

１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

【
総
務
費
】

・
特
別
会
計
職
員
給
与
費（
１
２
７
万

１
千
円
）

【
諸
支
出
金
】

・
療
養
給
付
費
交
付
金
返
還
金（
７
０

６
万
６
千
円
）
…
平
成
18
年
度
国
庫

負
担
金
精
算
に
よ
る
超
過
交
付
分
の

返
還
。

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

現
在
の
予
算
額
に
３
億
１
０
９
８
万

５
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
24
億
１
１

３
３
万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

【
下
水
道
事
業
費
】

・
特
別
会
計
職
員
給
与
費（
１
０
３
万

３
千
円
）

・
ポ
ン
プ
場
施
設
を
維
持
管
理
す
る（
３

０
９
万
４
千
円
）…
み
ど
り
野
マ
ン

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
交
換
に
伴
う
増
額
。

【
公
債
費
】

・
下
水
道
債
償
還
元
金（
３
億
５
４
６

万
６
千
円
）
…
公
共
下
水
道
債
お
よ

び
流
域
下
水
道
債
の
繰
り
上
げ
償
還

元
金
。

◆
青
果
市
場
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

現
在
の
予
算
額
か
ら
６
万
２
千
円
を

減
額
し
、
総
額
を
２
０
６
７
万
２
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

【
総
務
費
】

・
青
果
市
場
を
運
営
す
る（
８
万
２
千

円
）
…
特
別
会
計
職
員
給
与
費
の
増

に
よ
る
増
額
。

・
青
果
市
場
公
用
車
を
管
理
す
る（
△

14
万
４
千
円
）
…
公
用
車
購
入
費
確

定
に
よ
る
不
要
額
。

◆
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

現
在
の
予
算
額
に
９
９
０
万
５
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
40
億
８
８
０
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

【
総
務
費
】

・
特
別
会
計
職
員
給
与
費（
１
１
０
万

２
千
円

【
医
療
諸
費
】

・
老
人
保
健
の
現
金
分
の
医
療
費
を
支

給
す
る（
１
１
６
９
万
７
千
円
）…
高

額
医
療
費
の
増
に
よ
る
増
額
。

◆
小
規
模
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

現
在
の
予
算
額
に
28
万
８
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
２
４
３
１
万
３
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

【
総
務
費
】

・
特
別
会
計
職
員
給
与
費（
28
万
８
千

円
）

◆
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

現
在
の
予
算
額
に
１
億
９
７
５
２
万

４
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
27
億
３
６

５
５
万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

【
保
険
給
付
費
】

・
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
受
給
す
る

要
介
護
者
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を
給

付
す
る（
５
５
１
７
万
７
千
円
）…
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
者
な
ど
の
給
付

費
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
増
額
。

【
基
金
積
立
金
】

・
積
立
金（
５
６
１
６
万
円
）…
介
護
給

付
費
準
備
基
金
積
立
金
。

【
諸
支
出
金
】

・
償
還
金（
５
５
２
４
万
６
千
円
）…
平

成
18
年
度
の
国
・
県
補
助
金
、
支
払

基
金
交
付
金
の
精
算
に
よ
る
超
過
交

付
分
の
返
還
。

・
一
般
会
計
繰
出
金（
２
９
８
９
万
７

千
円
）
…
平
成
18
年
度
の
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
の
確
定
に
伴
う
繰
戻

し
の
た
め
の
補
正
。

◆
工
業
用
地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

　

現
在
の
予
算
額
か
ら
１
千
円
を
減
額

し
、
総
額
を
９
億
２
３
６
９
万
７
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

【
東
部
工
業
用
地
造
成
事
業
費
】

・
特
別
会
計
職
員
給
与
費（
△
１
千
円
）
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牛久第一中学校区
川渕清敏☎872-1574

佐々木やよい☎872-6395

羽鳥芳子☎873-2751

永井幸夫☎872-4725

五十嵐登喜子☎872-3181

小峰真澄☎874-3336

牛久第二中学校区
山岡恒夫☎875-0533

古渡久子☎875-0276

小林勝子☎875-1180

酒井喜久乃☎875-0659

松沢淳一☎875-0551

坪井幸裕☎875-0016

牛久第三中学校区
西山孝子☎872-5247

小林良雄☎872-0242

関口眞智子☎872-1590

高原久子☎874-2471

千葉憲夫☎874-2117

笠間順子☎873-5174

下根中学校区
柳井哲也☎873-4374（会長）

岡久浩子☎873-3721

中村すい☎872-7325

大野光雄☎872-1843

古里誠公☎873-0242

後ノ上金成☎872-2063

牛久南中学校区
諸橋康之☎874-7410

飯塚寿子☎872-7582

小竹伸子☎873-4078

杉田久蔵☎872-5450

金山和司☎873-8970

谷内博子☎872-8501

牛久市青少年相談員　担当学校区

―愛のパトロール―

　

情
報
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
子
ど
も
た

ち
が
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
容
易

に
利
用
す
る
機
会
が
増
え
、
と
て
も
便
利
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、
出
会
い
系
サ
イ

ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
架
空
請
求
メ
ー
ル
の
配

信
、
自
殺
・
家
出
サ
イ
ト
、
掲
示
板
で
の
誹ひ

謗ぼ
う

・
中
傷
・
い
じ
め
な
ど
青
少
年
へ
の
悪
影

響
や
生
命
の
危
険
が
懸
念
さ
れ
る
事
件
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
保
護
者
や
大
人
は
、
携

帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て

の
操
作
や
機
能
の
知
識
が
子
ど
も
た
ち
よ
り

遅
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
た
め
、
子
ど
も
た

ち
が
ど
の
よ
う
に
そ
れ
ら
の
機
器
を
使
用
し

て
い
る
か
、
ま
た
使
用
す
る
こ
と
に
あ
た
っ

て
の
問
題
点
な
ど
を
把
握
し
に
く
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
茨
城
県
で
は
、「
メ
デ
ィ
ア
教
育

指
導
員
」
を
養
成
し
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
有
害

情
報
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
の
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
各
地
で
研
修
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
10
月
16
日（
火
）、
向
台
小

学
校
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
要
請
に
応
じ
て
研
修
が
可
能
と
い
う
こ

と
で
す
の
で
大
い
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼
保
護
者
・
大
人
が
す
べ
き
こ
と

①
使
用
目
的
を
話
し
合
う

②
子
ど
も
の
通
話
記
録
を
見
る
こ
と
を
約
束

さ
せ
る（
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
、
親
が
通

話
記
録
の
相
手
を
調
べ
よ
う
と
し
て
も
警

察
以
外
は
で
き
な
い
）

③
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
よ
り
命
が
大
切
で
あ
る
こ

と
を
き
ち
ん
と
説
明
す
る

④
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ（
※
）は
保
護
者
に
努
力

義
務
が
あ
る
と
同
時
に
業
者
も
説
明
義
務

が
あ
る（
茨
城
県
青
少
年
の
た
め
の
環
境

整
備
条
例
第
21
条
の
３
）

※
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
…
有
害
サ

イ
ト
ア
ク
セ
ス
制
限
サ
ー
ビ
ス
。
20
歳
未

満
の
子
ど
も
に
携
帯
電
話
を
持
た
せ
る
場

合
、
各
社
で
は
無
料
で
行
う
。

フィルタリングソフトを使って青少年に有害な情報を

閲覧・視聴させないようにしましょう
問い合わせ　市児童福祉課☎873-2111内線1733

　　　　　　青少年育成牛久市民会議（市生涯学習課内）☎871-2301

安
全
に
使
お
う
情
報
機
器

　
　

被
害
者
や
加
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に

　
　
　
　
　

～
メ
デ
ィ
ア
教
育
研
修
会
に
参
加
～

保護者の質問に答える佐藤指導員
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こ
の
事
業
は
、
演
劇
を
通
じ
て
青
少
年
が
大
人
の
劇

団
員
や
地
域
の
大
人
と
交
流
を
図
る
こ
と
に
よ
り
視
野

を
広
め
、
協
調
性
や
思
い
や
り
の
心
を
は
ぐ
く
む
と
共

に
豊
か
な
創
造
力
と
自
主
的
な
行
動
力
を
高
め
、
世
代

を
越
え
た
共
感
と
理
解
を
得
、
地
域
に
お
け
る
青
少
年

の
健
全
育
成
を
図
る
も
の
で
す
。

　

10
月
14
日
、
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

高
等
学
校
が
３
校
、
大
人
の
劇
団
２
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

演
劇
公
演（
上
写
真
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

高
校
生
が
、
表
現
は
異
な
っ
て
も
現
代
社
会
の
有
様
を

良
く
考
え
て
い
る
様
子
や
自
分
に
も
悩
み
が
あ
る
の
に

友
を
助
け
る
友
情
愛
な
ど
、
複
雑
な
高
校
生
の
心
の
内

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
素
晴
ら
し
い
内
容
の
公
演
で
し
た
。
ま
た
、
地
域
の

大
人
と
し
て
、
市
の
青
少
年
相
談
員
６
人
が
協
力
し
ま
し
た
。

都立萩山実務学校を視察して
　10月23日、東京都立萩山実務学校を視察

しました。この施設は、不良行為をした、

またはする恐れのある児童および家庭環境

やその他の環境上の理由により生活指導を

要する児童を入所させる児童自立支援施設

で、個々の児童の状況に応じて必要な指導

を行い、その自立を支援することを目的と

した学校です。現在12歳から18歳までの男

女69人（定員84人）が豊かな自然環境の中で

共同生活をしています。

　入所した子と親が、失われた絆を懸命に

たぐり寄せていくビデオを見ました。先生

の「見捨てないよ」という言葉と母親が自身

の言葉で心の内を伝えたことで、子どもに

笑顔が見られるようになり絆を取り戻して

いきました。まさに親が変わったことで、

子どもが変わった事例でした。

　施設見学中、宿直の先生が「両親の仲が

良いこと。親が仕事をきちんとすること。

一日一食は手作りの食事を一緒に食べるこ

と。まずこの三つが特に大事です」と、語気

を強めて話していたことが印象的でした。

演
劇
に
よ
る
青
少
年
と
大
人
の
交
流
事
業

　

記
念
講
演
で
は
、「
命
は
な
ぜ
大
切

か
～
子
育
て
の
原
点
を
考
え
る
～
」
と

題
し
て
、
元
上
野
動
物
園
長
中
川
志
郎

氏
が
、
い
ろ
い
ろ
な
動
物
を
例
に
と
っ

た
子
育
て
論
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
親
に
抱
か
れ
密
着
し
な
が

ら
ま
ね
て
学
び
、
ひ
と
り
立
ち
し
て
い

く
・
早
期
に
母
親
か
ら
離
さ
れ
た
犬
は

噛
み
つ
く
・
攻
撃
力
の
強
い
猛
獣
ほ
ど

哺
乳
時
に
、
相
手
を
傷
つ
け
な
い
咬
み

方
や
引
っ
か
き
方
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

学
び
、
親
へ
の
信
頼
感
も
育
つ
な
ど
か

ら
、
最
近
の
命
を
軽
ん
じ
た
事
件
を
憂

い
、「
お
母
さ
ん
は
子
ど
も
を
抱
き
し
め

な
さ
い
」と
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
三
つ
の
分
科
会
に
別
れ

討
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

の
第
二
分
科
会「
補
導
活
動
」で
は
、
宮

崎
市
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
の
現
況
と

課
題
の
発
表
が
あ
り
、
全
国
の
出
席
者

か
ら
活
発
な
質
疑
応
答
や
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
補
導
活
動
で
は
、
①

警
察
活
動
の
よ
う
な
公
権
力
の
行
使
と

は
異
な
り
、
青
少
年
を
望
ま
し
い
方
向

に
育
成
し
て
い
こ
う
と
す
る
認
識
で
活

動
を
行
う
よ
う
心
掛
け
る
。
②
地
域
の

お
じ
さ
ん
お
ば
さ
ん
役
と
し
て
、
未
成

年
者
の
喫
煙
も
、
す
ぐ
に
は
注
意
せ
ず

「
ち
ょ
っ
と
早
い
ん
じ
ゃ
な
い
。
体
に

悪
い
よ
」
と
相
手
の
こ
と
を
考
え
、
や

ん
わ
り
声
を
掛
け
て
気
づ
か
せ
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。
な
ど
の
意
見
も
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

愛
の
ス
タ
ー
ト
は
家
族
か
ら
。

「
平
成
19
年
度
全
国
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
連
絡

協
議
会
土
浦
大
会
」に
参
加

管理課長の話を聞く青少年相談員
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「
牛
久
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
策
定
に
対
す
る

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
し
た
地
球

環
境
保
全
や
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

は
、
人
類
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
課
題
の
達
成
の
た
め
、
市
で
は

政
府
が
進
め
る
バ
イ
オ
マ
ス
ニ
ッ
ポ
ン

構
想
に
よ
る
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
を
実

現
し
て
い
く
構
想
策
定
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
環
境
保

全
と
地
域
活
性
化
を
両
立
さ
せ
た
活
力

あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
の
モ
デ
ル
と
し

て
、
牛
久
市
を
全
国
へ
発
信
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
と
は
、
動
植
物
か
ら
生

ま
れ
た
再
生
可
能
な
資
源
の
こ
と
で
、

身
近
に
あ
ふ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ

れ
ら
を
資
源
と
し
て
有
効
に
活
用
し
て

い
く
計
画
と
し
て
、
構
想
概
要
を
作
成

し
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
提
案

や
ア
イ
デ
ア
な
ど
の
ご
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
貴

重
な
ご
意
見
は
、
今
後
の
構
想
策
定
の

参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
．
意
見
募
集
期
間

　

12
月
５
日（
水
）～
28
日（
金
）

２
．「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
に
つ

い
て
の
閲
覧
方
法

【
窓
口
で
の
閲
覧
】

・
情
報
公
開
統
合
窓
口（
市
役
所
１
階
）

・
総
合
案
内（
市
役
所
２
階
）

・
市
環
境
衛
生
課（
市
役
所
３
階
）

・
牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

・
牛
久
市
営
青
果
市
場

・
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

・
三
日
月
橋
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

・
奥
野
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

・
牛
久
運
動
公
園
体
育
館

・
市
中
央
図
書
館

・
市
役
所
駅
前
出
張
所（
エ
ス
カ
ー
ド

出
張
所
）

・
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
市
内
各
小
中
学
校

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
閲
覧
】

・
市
環
境
衛
生
課（
左
記
ア
ド
レ
ス
参
照
）

【
印
刷
物
の
郵
送
】

・
80
円
分
の
切
手
を
貼
付
し
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
を
記
載
し
た
返
信

用
封
筒
を
同
封
の
上
、
市
環
境
衛
生

課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

３
．
ご
意
見
の
提
出
方
法

　

ご
意
見
は
文
書（
様
式
は
任
意
）で
上

記
閲
覧
窓
口
か
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
市
環
境
衛
生
課
へ
お
送
り

く
だ
さ
い（
口
頭
で
の
ご
意
見
の
受
け

付
け
は
行
い
ま
せ
ん
）。
ご
意
見
に
は
、

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
対
す
る

回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
環
境
衛
生
課
☎

８
７
３
・
２
１
１
１
内
線
１
５
６
４
～

１
５
６
５
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
７
１
・
２
２
６
０

Ｅ

メ

ー

ルkankyou@
city.ushiku.

ibaraki.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp:// 

w
w

w
.city.ushiku.ibaraki.jp/section/

kankyou/index.htm

出典：NEDO 技術開発機構
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交通安全、防犯ポスター・標語、
社会を明るくする運動作文の審査結果

　平成19年度の上記コンクールにご応募いただき、ありがとうございま

した。審査の結果、下記のとおり各賞が決定しました。

交　通
☆ポスターの部
　・市長賞　　　　　齋藤あゆな（岡田小６年）

　・牛久警察署長賞　神永輝仁　（向台小５年）

　・議会議長賞　　　金子勇貴　（神谷小６年）

　・教育長賞　　　　高藤真幸　（牛久二小５年）

　・交通少年団長賞　四垂大将　（神谷小６年）

　・優良賞　　　　　市来　健　（牛久小６年）

　　　　　　　　　　諸岡なつみ（牛久二小５年）

☆標語の部
　・市長賞　　　　　三上　桃　（神谷小６年）

　・牛久警察署長賞　宗　麻衣子（牛久小６年）

　・議会議長賞　　　鈴木康平　（岡田小６年）

　・教育長賞　　　　平田剛気　（向台小６年）

　・交通少年団長賞　岡本真樹　（神谷小６年）

　・優良賞　　　　　宮本浩行　（奥野小６年）

　　　　　　　　　　吉田真也　（神谷小５年）

市交通防災課
☎873-2111内線1683

防　犯
☆ポスターの部
○県表彰
　・優秀賞（ひったくり防止の部）　舟橋優香（牛久一中２年）

　・優良賞（ひったくり防止の部）　山﨑嘉美（牛久南中２年）

　・優良賞（侵入盗 ･ 乗り物盗防止の部）　松村凛 （々牛久小３年）

○市表彰
　◆小学校
　・市長賞　　　　　　遠藤　駿　（中根小６年）

　・警察署長賞　　　　井原日向子（中根小４年）

　・議会議長賞　　　　髙張明日美（奥野小６年）

　・教育長賞　　　　　岡田　拓也（中根小６年）

　・防犯連絡員協議会長賞　横島　朋奈（牛久小３年）

　・優良賞　　　　　　小泉　藍　（中根小６年）

　　　　　　　　　　　神戸　瑞季（奥野小５年）

　　　　　　　　　　　上仲みずき（中根小４年）

　　　　　　　　　　　斉藤　大晴（牛久小３年）

　◆中学校
　・市長賞　　　　　　詫間満理奈（牛久南中２年）

　・警察署長賞　　　　寺門　理沙（下根中１年）

　・議会議長賞　　　　風間　優希（下根中１年）

　・教育長賞　　　　　藤田　里菜（牛久一中１年）

　・防犯連絡員協議会長賞　市川カンナ（牛久二中１年）

　・優良賞　　　　　　木村　成美（牛久二中３年）

☆標語の部

　◆小学校低学年
　・市長賞　　　　　　岡本　大成（岡田小１年）

　・防犯連絡員協議会長賞　宮寺　凱　（中根小３年）

　◆小学校高学年
　・市長賞　　　　　　山本　健太（神谷小６年）

　・防犯連絡員協議会長賞　光武　杏樹（牛久小６年）

　・優良賞　　　　　　唯根　拓己（奥野小６年）

　　　　　　　　　　　髙橋　諒　（岡田小６年）

　　　　　　　　　　　小松　真悟（中根小６年）

　◆中学校
　・市長賞　　　　　　唯根　美聡（牛久二中１年）

　・防犯連絡員協議会長賞　石川　和哉（牛久一中２年）

　・優良賞　　　　　　山本奈摘実（牛久二中１年）

　　　　　　　　　　　野口明香里（下根中１年）

　　　　　　　　　　　大内花瑠佳（牛久二中２年）

☆社会を明るくする運動作文  入賞
・晝田　仁美（牛久小６年）

・依田　敦実（牛久二小４年）

・髙橋　柚薫（神谷小６年）

・織原　菜南子（牛久三中３年）

・有本　剛士（奥野小６年）

・池田　優希（中根小６年）

・工藤　優子（牛久一中３年）

・川村　莉王（下根中１年）

・黒田　瑠美（岡田小６年）

・矢口　拓美（向台小６年）

・飯塚　和子（牛久二中３年）

・板垣　有香（牛久南中２年）
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　　新
牛久ごみ
ニュース

☆
牛
久
市
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
と

は
？

　

牛
久
市
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
は
、
白
色

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の

ト
レ
イ
や
箱
、
こ
ん
包

材
な
ど
を
指
し
、
そ
の

ほ
か
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

容
器
類
は
燃
え
る
ご
み
に
な
り
ま
す
。

集
め
ら
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は

す
べ
て
手
作
業
で
処
理
し
て
お
り
、

不
適
物
を
分
け
て
洗
浄
し
、
イ
ン
ゴ
ッ

ト
と
呼
ば
れ
る
白
い
塊
に
溶
融
さ
れ

ま
す
。
イ
ン
ゴ
ッ
ト
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
再
生
業
者
へ
搬
出
さ
れ
、
再
生
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
材
料
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

☆
ど
う
し
て
今
の
分
別
に
な
っ
た
の
？

　

皆
さ
ん
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

分
別
に
迷
う
大
き
な
理
由
は
、
白
色

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
に
限
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
以
前
は
牛
久
市

で
も
す
べ
て
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類

を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
と
し
て
分
別
し

て
い
ま
し
た
。
牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
稼
動
当
初
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
か
ら
油
を
作
る
実
験
プ
ラ
ン
ト
が

メ
ー
カ
ー
に
よ
り
無
償
で
建
設
さ
れ
て

お
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
全
般
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
試
行
錯
誤
し
て
い
た
の
で

す
。

　

し
か
し
、
分
別
が
徹
底
さ
れ
て
い
な

い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
た
油
は
実
用
に
耐
え
得
る
品
質
で

は
な
く
、
大
量
に
排
出
さ
れ
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別
自
体
を
見
直
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
検
討
の
結
果
、
す
べ
て
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
無
く
す
の
で
は
な

く
、
お
金
を
か
け
ず
に
少
し
で
も
再
資

源
化
で
き
る
よ
う
平
成
14
年
度
か
ら
現

在
の
分
別
と
な
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、

牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
燃
え
る

ご
み
の
焼
却
熱
量
を
工
場
内
で
利
用
し

て
お
り
、
熱
回
収（
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ

ク
ル
）と
し
て
も
再
利
用
し
て
い
ま
す
。

☆
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
で
注
意
す
る
こ

と
は
？

　

左
記
の
点
に
注
意
し
て
分
別
し
て
く

対 象

白色発泡スチロール製の

「トレイ」、「箱型」、「こん包材

（果物ネットも含む）」など

注意点

・色付き、柄付きは「燃えるご

み」へ

・汚れがないよう洗浄する

・販売店の店舗回収を利用する

～プラスチックごみ

分別のポイント～

牛
久
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ル

（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
編
）

　
　
　

～
他
市
と
は
異
な
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
理
由
～

　

他
市
町
村
か
ら
当
市
に
引
っ
越
さ
れ
て
き
た
方
に
と
っ
て
一
番
分
か
り
に
く
い
の
が「
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
」だ
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
処
理
の
現
場
で
は
多
く
の
不
適
物
が
混
ざ
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
ど
う
し
て
今
の
よ
う
な
分
別
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

だ
さ
い
。
ま
た
、
白
色
ト
レ
イ
な
ど
は

お
店
で
の
自
主
回
収
も
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご

み
処
理
の
過
程
で
も
再
資
源
化
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
次
回
は
見
え

な
い
と
こ
ろ
で
の
資
源
化
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

事
業
所
の
ご
み
も

適
正
な
分
別
を
！

　

～
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
～

　

現
在
、
牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

に
持
ち
込
ま
れ
る
ご
み
に
は
多
く
の

資
源
物
が
混
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
も
特
に
事
業
所
か
ら
の
ご
み

は
、
資
源
物
が
大
量
に
混
在
し
て
い

る
状
況
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
事
業

者
の
皆
さ
ん
も
環
境
を
守
る
た
め
に

ご
家
庭
の
ご
み
と
同
様
、
資
源
を
分

け
、
適
正
に
分
別
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
と
ま
っ
た
量
の
資
源
物

が
発
生
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
直

接
売
却
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の

で
、
市
清
掃
施
設
課
ま
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問い合わせ　市清掃施設課☎873-2111内線1571～1572

　　　　　　牛久クリーンセンター☎830-9333
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「２本で1,000円！」
　　物干し竿

ざ お

などの移動販売に注意
　トラックに物干し竿などを陳列して巡回する移動販売などへの相談が増え

ています。「2本で1,000円」などと宣伝して、別に高額な商品を売ったり、竿

を切って長さを調節してしまい買わざるを得ない心理に陥らせ、高額な代金

を請求してくる悪質な手口もあり、注意が必要です。

　代金を支払ってしまうと業者名や連絡先が分からないことが多く、解約や

返金など困難なのが現状です。

文句なしのスーパー食材 ～卵～
　なんとビタミン C 以外の栄養素をすべて含んでいるという卵！ 体

内吸収率は、最も消化の良い半熟状態で96％です。しかも、和洋中

どんな料理にも合う食材の優等生。なるべく早く食べるのが一番で

すが、保存は冷蔵庫で。

奥原町の長沼良整さん、美知子さんご夫妻に伺いました
　365日休みなし。1万3,000羽もの鶏の

管理は大変です。それを承知で、大恋

愛の末に都会から嫁いできた美知子さ

んも、今では30年のベテラン。お二人

のこだわりの結晶が「地養卵」です。飼

料には海草、木酢酸、ヨモギ粉末、カ

キガラなどを配合します。強い甘味と

コクがあり、臭みもなく低コレステロー

ルといいことずくめ。市内の保育園や

小中学校の給食にも登場しています。

美知子さんの卵料理レシピ
　「厚焼き卵」の次にお薦めなのが「肉と

大根とゆで卵の甘辛煮」。

①肉（鶏か豚）を一口大に切る。　　　②大根を1㎝程度の半月切りにする。

③ゆで卵と①②を砂糖と醤油で甘辛く煮る。

どこで買えるの？
　牛久産の卵は、下根の直売所、市営青果市場での「とくとく市」のほか、市場経由で市内の八百

屋さんにも並びます。

問い合わせ　市農業政策課☎873-2111内線1521

牛久の旬の農作物と生産者
を紹介します

　＜注意点＞

　　１．声を掛けるのは慎重に。

　　２．購入する前に価格を十分に確認し、不要な場合はきっぱりと断る。

　　３．領収書などを受け取り、その場で連絡先を確認する。

　消費生活に関するご相談は消費生活センターへ！

問い合わせ　牛久市消費生活センター☎830-8802FAX830-8803

　　　　　　相談日：月・水・金曜日（午前9時～午後4時）
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所
得
税
・
市
県
民
税
の
障
害
者
控
除
の

認
定
書
の
発
行
に
つ
い
て

《
障
害
者
控
除
と
は
》

　

所
得
税
法
や
地
方
税
法
上
の
所
得
を

申
告
す
る
際
、
本
人
ま
た
は
扶
養
親
族

が
障
害
者
ま
た
は
特
別
障
害
者
に
該
当

す
る
場
合
に
、
一
定
金
額
を
所
得
か
ら

控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

《
対
象
》

・
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方

・
65
歳
以
上
の
方
で
、
心
身
の
障
害
の

程
度
が
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
に
準
ず
る
状
態

に
あ
る
と
市
か
ら
認
定
さ
れ
た
方

《
市
か
ら
認
定
す
る
場
合
の
基
準
》

　

直
近
の
介
護
保
険
の
認
定
調
査
資
料

な
ど
を
も
と
に
判
定
さ
れ
ま
す
。

１
．
日
常
生
活
動
作
の
状
況
の「
歩
行
・

移
乗
」、「
排
尿
・
排
便
」、「
食
事
」、「
洗

身
」、「
着
脱
衣
」の
う
ち
１
項
目
以
上

「
一
部
介
助
」ま
た
は「
全
介
助
」に
該

当
す
る
場
合

２
．
認
知
症
高
齢
者
の
状
況
で
、
認

知
症
の
状
況
が「
記
憶
障
害
」、「
失
見

当
」
の
う
ち
１
項
目
以
上「
軽
度
」
に

該
当
し
、
か
つ
、
問
題
行
動
の
状
況

（
６
項
目
）が
１
項
目
以
上「
中
度
」に

該
当
す
る
場
合

※
前
記
１
ま
た
は
２
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な

り
、
該
当
す
る
項
目
や
そ
の
度
合
い

に
よ
っ
て
、「
障
害
者
」ま
た
は「
特
別

障
害
者
」に
認
定
さ
れ
ま
す
。

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
も
、
必

ず
し
も
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
申
請
か
ら
認
定
書
な
ど
の
交
付
ま
で

の
流
れ
》

・
市
高
齢
福
祉
課
に「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
申
請
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
郵
送
も
可
）

・
認
定
の
結
果
は「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」ま
た
は「
障
害
者
控
除
対

象
者
非
該
当
通
知
書
」
を
郵
送
し
ま

す
。（
即
日
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
）

※
申
請
書
は
、
市
高
齢
福
祉
課
窓
口
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※「
す
で
に
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
で

控
除
を
受
け
て
い
る
方
」や「
本
人
ま

た
は
扶
養
者
が
非
課
税
の
方
」
は
、

あ
ら
た
め
て
市
か
ら
認
定
を
受
け
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年末の交通事故防止県民運動
12月1日（土）～31日（月）

スローガン　「守ります　家族の笑顔と　交通ルール」
重　点　・飲酒運転を根絶しよう

　　　　・薄暮時間帯および夜間の交通事故を防止しよう

　　　　・高齢者の交通事故を防止しよう

　　　　・自転車の交通事故を防止しよう

　　　　・後部座席を含むシートベルトの着用とチャイルドシート

　　　　　の正しい使用を徹底しよう

【
障
害
者
控
除
の
申
請
・
認
定
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
】
市
高
齢
福
祉
課
☎

８
７
３
・
２
１
１
１
内
線
１
７
５

１
～
１
７
５
５

【
税
の
申
告
や
控
除
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
】
市
税
務
課
☎
８
７
３
・
２
１

１
１
内
線
１
０
５
６
～
１
０
５
９
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①ホームページからカンタン申告

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」から直接電子申告ができます。

②最高5,000円の税額控除

　本人の電子署名および電子証明書を付けて所得税の確定申告を e-Tax で行うと、最高5,000円の所得税

の税額控除を受けることができるようになりました（平成19年分または平成20年分のいずれか1回）。

③添付書類が提出不要

　所得税の確定申告を e-Tax で行う場合、医療費の領収書や源泉徴収票などは、提出に代えて、記載内容

を入力して送信できるようになりました（確定申告期限から3年間、添付書類の提出または提示を求められ

ることがあります）。

④還付金がスピーディー

　e-Tax で申告された還付申告は早期処理しています（3週間程度に短縮）。

① Windows を ご 利 用 の 方 OS  

2000、 XP および Vista 対応

　ブラウザ Internet Explorer6.0 

Service Pack1/2

　および Internet Explorer7.0対応

② Macintosh でもご利用いただ

けます。

①税務署から「e-Tax 利用者識別番号及び暗証番号」通知書が送付

される。（開始届出からおおむね25日以内）

②電子証明書の取得（住民基本台帳カードの取得費用1,000円程度）

③ ICカードリーダライタ購入（住民基本台帳カード用の費用3,000

円程度）

※住民基本台帳カードと併せて発行を受ける電子証明書や登録に必

要な ICカードリーダライタは市総合窓口課窓口でご確認ください。

平成19年分から便利なe-Tax(国税電子申告・

納税システム ) を始めてみませんか
　平成22年度までにインターネットを利用した確

定申告 e-Tax 利用率50％以上「世界一便利で効率

的な電子行政」を目指しています。e-Taxホーム

ページ http://www.e-tax.nta.go.jp から、利用開始

届出書の作成および提出ができます。

ｅ -Taxホームページの

「初期登録」メニューから

①ルート証明書のイン

ス ト ー ル（ 接 続 先 の

サーバーが国税庁か

確認）

②暗証番号の変更（税務

署から通知された暗

証番号の変更）

③電子証明書の登録（住

基カードのみ対応）

　市総合窓口課が発行

する「 公 的 個 人 認 証

サービスに基づく電子

証明書」

問い合わせ　竜ケ崎税務署個人課税1部門 e-Tax 担当☎0297-60-2029（直通）

住基カードと国税庁ホームページをご利用いただく場合の手順

☆国税庁ホームページ http://www. nta.go.jp または検索サイトから「国税

庁」を選択

☆ホームページ左側の紺色の案内「確定申告書作成コーナー」をクリック

　作成する書類の選択　所得税の確定申告書・青色申告決算書・収支内訳書

　画面の表示に従い簡単な入力作業で申告書が作成できます。

☆必要な入力終了後、「入力終了（次へ）」をクリック

☆提出方法の選択「電子申告により税務署に提出する」選択

☆電子申告用データの作成保存「電子申告用データの作成」をクリック

☆電子申告用データの送信

　①電子申告用データの選択

　② ICカードの確認

　③電子証明書の内容確認（住基カードのみ対応）

　④受付システムへのログイン

　⑤即時通知　必ず「保存」してください。

　⑥ 送信後の確認事項

※詳しくは国税庁ホームページをご覧ください。

e-Tax の手続きは今すぐ！インターネットを利用した

確定申告などの手続き

■利用環境 ■ e-Tax 利用開始届出書提出後の手続きの流れ

■初期登録（e-Taxソフト

は「ダウンロード」不要）

■初期登録がお済の方の申告書などの作成と提出
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今月の行事予定　＜場所：市中央図書館＞
◆映画上映会◆　12月16日（日）午後2時

『ポーラー ･エクスプレス ( 洋画・吹替版）』

◆牛久おもちゃ病院◆12月16日（日）午前10時～正午

＊おはなしよんで…毎週水曜日午後2時

＊おはなし会…毎週土曜日午後2時

＊おはなしとんとん…毎月第2日曜日午前11時

＊うさちゃんきいて…毎月第3金曜日午前10時30分

としょかん
■市中央図書館　☎871-1400 午前9時～午後9時

■エスカード分館☎874-3132 午前10時～午後7時

■奥野生涯学習センター図書室☎875-1133 午前9時～午後5時

■三日月橋生涯学習センター図書室☎874-1340 午前9時～午後5時ホームページ http://library.city.ushiku.ibaraki.jp/

今月の休館日
全館休館日…12月10日（月）・25日（火）

奥野・三日月橋生涯学習センター図書室のみ休館日

…12月3日（月）・17日（月）・29日（土）～31日（月）

年末年始の開館時間・休館日
◎12月29日（土）～31日（月）

　市中央図書館・エスカード分館 ⇨午後5時まで開館

　奥野・三日月橋生涯学習センター ⇨休館

◎平成20年1月1日（火・祝）～3日（木）

　全館休館

１月からのおはなし会（土曜日）の開始時間

○幼児の部→午後2時～2時25分（今まで通り）

○小学生から大人の部→午後2時30分～3時

☆
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
☆

　

す
て
き
な
お
は
な
し
が
も
り
だ

く
さ
ん
！ 

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
あ
る
よ
♪ 

も
し
か
し
た
ら
サ

ン
タ
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
か
も
?!

日
時　

12
月
22
日（
土
）
午
後
２

時
～
３
時

場
所　

市
中
央
図
書
館
し
ち
ょ
う

か
く
室（
２
階
）

※
12
月
23
日（
日
）
～
平
成
20
年
１

月
８
日（
火
）
ま
で
は
通
常
の
お

は
な
し
会
は
す
べ
て
お
休
み
し

ま
す
。

　

自
分
の
す
き
な
ど
う
ぶ
つ
に
つ
い

て
し
ら
べ
た
こ
と
を
、
ね
ん
土
で

作
っ
て
み
よ
う
！ 

さ
い
ご
に
、
み

ん
な
で
発
表
会
を
す
る
よ
。
※
で
き

あ
が
っ
た
作
品
は
、
し
ば
ら
く
の
あ

い
だ
図
書
館
で
展
示
し
ま
す
。

日
時　

12
月
27
日（
木
）午
後
１
時
～

（
所
要
時
間
約
４
時
間
）

場
所　

市
中
央
図
書
館
視
聴
覚
室

（
２
階
）

対
象　

市
内
に
在
住
の
小
学
生

定
員　

20
人
※
定
員
に
な
り
次
第
締

無
制
限
貸
出
の
お
知
ら
せ

　

年
始
の
図
書
館
休
館
に
伴
い
、
市

中
央
図
書
館
・
エ
ス
カ
ー
ド
分
館
の

み
、
貸
出
期
間
の
延
長
と
対
象
資

料
の
無
制
限
貸
出
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間　

12
月
23
日（
日
）～
31
日

（
月
）

貸
出
期
間　

す
べ
て
３
週
間

対
象　

▽
図
書
・
雑
誌
・
紙
芝
居
→

無
制
限（
新
刊
コ
ー
ナ
ー
の
本
は

５
冊
ま
で
、
雑
誌
の
最
新
号
は
貸

出
で
き
ま
せ
ん
）

▽
Ｃ
Ｄ
→
３
点
ま
で（
通
常
通
り

の
貸
出
点
数
で
す
）

※
平
成
20
年
１
月
４
日（
金
）か
ら
は
通

常
通
り
の
貸
し
出
し
と
な
り
ま
す
。

　

市
中
央
図
書
館
で
は
、
市
民
著
作

と
地
域
の
情
報
を
集
め
た「
わ
が
街

う
し
く
～
市
民
著
作
と
情
報
の
コ
ー

ナ
ー
」を
12
月
か
ら
設
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
地
元
作
家
コ
ー
ナ
ー

を
拡
大
し
て
、「
市
内
に
在
住
ま
た
は

過
去
に
在
住
し
て
い
た
方
」
を
対
象

と
し
て
、
専
業
作
家
は
も
ち
ろ
ん
、

一
般
の
方
の
書
か
れ
た
自
分
史
や

エ
ッ
セ
イ
、
郷
土
史
な
ど
の
図
書
も

新
た
に
そ
ろ
え
ま
し
た
。
併
せ
て
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム（
調
べ
も
の
の

部
屋
）
に
郷
土
資
料
と
し
て
置
い
て

い
た
図
書
の
う
ち
、
牛
久
市
お
よ
び

周
辺
地
域
の
情
報
を
取
り
上
げ
て
い

る
も
の
を
置
き
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
中
央
図
書

館
１
階
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ
り
ま

す
。
あ
な
た
の
隣
の
人
が
書
い
た
本

を
、
あ
な
た
の
近
所
の
ス
ポ
ッ
ト
が

載
っ
て
い
る
本
を
、
ぜ
ひ
お
手
に

と
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ご
活
用
く
だ
さ
い
！

｢

わ
が
街
う
し
く
～
市
民
著
作
と
情
報
の
コ
ー
ナ
ー
～｣

め
切
り
ま
す
。

参
加
費　

無
料

用
意
す
る
物　

筆
記
用
具
、
ね
ん
土

板
、
絵
の
具
の
筆（
大
・
小
）、
水

筒
申
し
込
み
方
法　

12
月
１
日（
土
）か

ら
市
中
央
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま

た
は
電
話（
☎
８
７
１
・
１
４
０

０
）で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

共
催　

市
中
央
図
書
館
、
筑
波
大
学

大
学
院
図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
研

究
科

し
ら
べ
て
み
よ
う
！ 

つ
く
っ
て
み
よ
う

　

～
動
物
編
～
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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里（
二
十
二
）

　
　

ー
牛
久
沼
の
ほ
と
り
ー

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

犬い

ぬ

た田
卯し
げ
るが
書
き
下
ろ
し
た
小
説『
村
に

闘
う
』を
自
費
出
版
す
る

―

出
版
法
第
19
条
適
用
で
即
時
発
売
禁

止
に―

　

『
小こ

さ

く作
』と
は
、
農
地
地
主
か
ら
田
畑

を
借
り
一
定
の
小
作
料
を
払
っ
て
耕
作

す
る
こ
と
を
指
し
、
そ
の
耕
作
者
を
小

作
人
と
い
っ
た
。

　

小
作
人
が
地
主
と
の
間
で
繰
り
広
げ

た
小
作
料
減
免
の
闘
争
、
つ
ま
り
小
作

争
議
は
明
治
時
代
の
初
期
・
中
期
に
は

個
人
的
・
分
散
的
お
よ
び
散
発
的
発
生

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
が
、
末
期
に
は

西
日
本
、
日
本
海
側
で
多
数
発
生
。
大

正
に
入
る
と
６
年
に
85
件
、
７
年
に

２
５
６
件
、
８
年
に
３
２
６
件
、
そ
し

て
11
年
の
日
本
農
民
組
合
結
成
に
よ

る
小
作
人
の
大
同
団
結
で
拍
車
が
掛
か

り
、
東
日
本
、
全
国
へ
と
拡
大
し
、
昭

和
元
年
に
は
２
７
５
１
件
に
達
し
て
い

た
。
そ
れ
が
警
察
の
取
り
締
ま
り
で
一

時
激
減
す
る
が
、
農
村
恐
慌
に
よ
る
農

民
の
窮
乏
が
再
び
小
作
争
議
の
件
数
を

増
加
さ
せ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
卯
が
生
ま
れ
た
犬
田
家

で
は
、
地
主
か
ら
借
り
た
水
田
を
８
反

歩
余
り
耕
作
し
て
い
て
、
毎
年
出
来
秋

に
は
１
反
歩
当
た
り
２
俵
半
の
小
作
料

を
払
っ
て
い
た
。
牛
久
沼
沿
岸
の
水
田

は
普
通
１
反
歩（
１
ア
ー
ル
）当
た
り
の

収
穫
は
５
俵
が
平
均
で
あ
っ
た
。
し
か

し
気
候
次
第
で
は
半
は
ん
た
わ
ら
俵
や
１
俵
ぴ
ょ
う

の
源
収

は
常
で
あ
っ
て
、
お
ま
け
に
毎
年
洪
水

に
襲
わ
れ
、
平
均
収
穫
を
上
回
っ
た
例

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

　

卯
は
大
正
13
年（
１
９
２
４
年
）の
５

月
に
、
牛
久
沼
の
ほ
と
り
の
城
中
を
舞

台
に
設
定
し
て
、
地
主
と
小
作
人
と

の
小
作
料
減
免
闘
争
を
繰
り
広
げ
る
長

編
小
説『
村
に
闘
う
』を
書
き
上
げ
て
い

た
。
こ
れ
を
出
版
し
て
く
れ
る
所
が
な

か
な
か
見
付
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
昭

和
４
年（
１
９
２
９
年
）に
自
ら
の
手
で

出
版
し
た
。

　

出
版
に
は
明
治
政
府（
そ
の
時
は
太

政
官
）
が
慶
応
４
年（
１
８
６
８
年
）
４

月
に『
外
国
の
刊
本
を
そ
の
ま
ま
の
内

容
で
新
た
に
刊
行
す
る
こ
と
を
禁
じ
、

す
べ
て
政
府
の
許
可
を
得
る
』
旨む
ね

を
定

め
た
規
制
が
布
告
さ
れ
て
い
た
。

　

同
布
告
は
明
治
２
年（
１
８
６
９
年
）

に
出
版
の
内
容
に
よ
っ
て
は
処
罰
を
科

す
と
い
う
条
文
が
加
え
ら
れ
出
版
条
例

に
改
正
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
同
条
例
は
明
治
26
年

（
１
８
９
３
年
）４
月
に
新
た
に『
統
制
』

が
加
え
ら
れ
、
出
版
法（
昭
和
24
年
５
月

24
日
廃
止
）と
し
て
制
定
さ
れ
た
。

　

『
村
に
闘
う
』は
農
民
農
地
農
村
の
解

放
を
目
指
す
革
命
の
農
民
文
学
で
あ
っ

た
。『
村
に
闘
う
』
は
発
刊
と
同
時
に
出

版
法
第
19
条
の『
安あ
ん
ね
い寧（
世
の
中
が
穏
や

か
で
平
和
な
こ
と
）
秩
序
ヲ
妨
害
シ
ヌ

ハ
風
俗
ヲ
壊
乱
ス
ル
モ
ノ
ト
認
ム
ル
文

書
図
画
ヲ
出
版
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
内
務
大

臣
ニ
於
テ
其
ノ
発・

・

・

・

・

・

・

売
領
布
ヲ
禁
シ
其
ノ

刻
版
及
印
本
ヲ
差・

・

・

・

押
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
』

に
抵
触
す
る
と
、
内
務
省
警
保
局
図
書

課
よ
り
発
売
禁
止
命
令
が
出
さ
れ
る
と

と
も
に
20
円
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
た
。

　

住
井
は
夫
卯
の
罰
金
を
納
め
る
た
め

に
２
篇
の
少
女
小
説
を
書
い
た
。
こ
れ

が
40
円
で
売
れ
た
の
で
罰
金
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

　犬田卯が昭和4年（1929年）に『村に闘う』を自費出版する

が発売禁止処分に遭う。その57年後の昭和61年（1986年）に

『村に闘う』は土浦市の筑波書林より発行発売された。

【訂正】

　広報うしく11月1日号で下村千秋の妻ちよと記述しまし

たが、ちよは千秋の継母と訂正します。
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み
ん
な
で
健
康
生
活
を

実
践
し
よ
う
！

　

10
月
21
日
、「
第
２
回
健
康
ま
つ
り
in

う
し
く
」
が
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
す
べ
て
の

市
民
が
、
ど
の
よ
う
な
健
康
状
態
で

あ
っ
て
も
、
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
を
目
的

に
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
と
お
ざ
け
よ

う 

タ
バ
コ 
と 

お
酒
」。
井
上
由
加
利

先
生（
井
上
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
の「
タ

バ
コ
は
、
な
ぜ
悪
い
の
？
」
ほ
か
計
４

つ
の
講
演
会
や
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

の
医
師
に
よ
る
禁
煙
相
談
、
検
査
コ
ー

ナ
ー
で
の
骨
密
度
測
定
や
動
脈
硬
化
測

定
な
ど
、
日
ご
ろ
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

す
る
人
た
ち
が
大
勢
参
加
。

　

ま
た
、
わ
く
わ
く
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

で
は
、
ウ
シ
ク
マ
ジ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
の

方
々
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露

し
、
家
族
連
れ
な
ど
が
一
緒
に
楽
し

み
ま
し
た
。
屋
外
テ
ン
ト
で
も
体
力
テ

ス
ト
や
食
品
サ
ン
プ
ル
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

教
育
事
業
に
役
立
て
て

　

こ
の
ほ
ど
、
市
立
幼
稚
園
、
市
内
の

小
中
学
校
、
き
ぼ
う
の
広
場
に
金
品
を

寄
付
し
た
前
教
育
相
談
員
の
立た
ち
か
わ
ま
さ
き

川
雅
己

氏（
写
真
右
）に
、
牛
久
市
か
ら
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
そ
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
教

育
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

一
緒
に
踊
り
ま
し
ょ
う

ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・

プ
レ
大
会

　

10
月
14
日
、
牛
久
運
動
公
園
体
育
館

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
、
第
23
回
国
民
文

化
祭
・
い
ば
ら
き
２
０
０
８「
ダ
ン
ス

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
プ
レ
大

会
」が
開
催
さ
れ
、
団
体
、
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
、子
ど
も
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
な
ど
、

総
勢
１
８
０
人
の
選
手
が
参
加
。
ダ
ン

ス
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
触
れ
合
い
、
友

情
を
深
め
、
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の

継
承
と
創
造
に
多
い
に
貢
献
で
き
ま
し

た
。

「
呼
気
一
酸
化
炭
素
濃
度
測
定
」
は
、
た

ば
こ
の
煙
に
含
ま
れ
る
有
害
な
一
酸
化
炭

素
の
体
内
濃
度
を
測
定
し
ま
す

　

な
お
、
来
年
11
月
９
日（
日
）
に

「
第
23
回
国
民
文
化
祭
・
い
ば
ら
き

２
０
０
８
」の
中
で「
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
本
番
を
開
催
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
観
覧
に
来
て
く

だ
さ
い
。

市
内
小
中
学
生
の
ポ
ス
タ
ー
展
示
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牛
久
市
民
秋
ま
つ
り（
と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り
・
う
し
く
Ｗ
ａ
ｉ
ワ
イ
祭
り
同
時
開
催
）

街
を
き
れ
い
に
！

ク
リ
ー
ン
作
戦

　

10
月
14
日
、
牛
久
茎
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
主
催
で
、
毎
年
恒
例
の「
ク

リ
ー
ン
作
戦
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、
牛
久
茎
崎
ラ
イ
オ

ネ
ス
ク
ラ
ブ
と
市
内
各
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
お
よ
び
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
子
ど
も

た
ち
約
２
０
０
人
。
朝
早
く
か
ら
市
役

所
に
集
合
し
説
明
を
受
け
た
後
、
市
役

所
周
辺
を
含
む
国
道
４
０
８
号
の
栄
町

付
近
か
ら
牛
久
駅
東
口
方
面
を
グ
ル
ー

プ
に
分
れ
て
空
き
缶
拾
い
な
ど
の
清
掃

活
動
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
こ
の
日
集

ま
っ
た
ご
み
は
、
可
燃
ご
み
と
不
燃
ご

み
合
わ
せ
て
軽
ト
ラ
ッ
ク
３
台
分
。
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
道
路
が
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
、
恒
例
の「
牛
久
市
民
秋

ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、

市
民
文
化
祭（
将
棋
大
会
や
お
茶
会
、

華
道
展
や
各
種
団
体
の
ス
テ
ー
ジ
発
表

な
ど
）、
駐
車
場
で
は
、
う
し
く
Ｗ
ａ

ｉ
ワ
イ
祭
り（
大
抽
選
会
や
う
し
く
い

い
友
市
な
ど
）、
市
中
央
図
書
館
で
は
、

と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り（
雑
誌
の
リ
サ
イ

ク
ル
市
な
ど
）
が
同
時
に
開
催
さ
れ
、

友
達
同
士
や
家
族
連
れ
な
ど
大
勢
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

毎
年
大
盛
況
の「
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
」

は
朝
早
く
か
ら
長
蛇
の
列

ミ
ニ
上
棟
式
で
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
お

餅
拾
い
に
参
加

太
極
拳
発
表（
日
本
健
康
太
極
拳
協
会「
う

し
く
太
極
拳
の
会
」）

「
サ
バ
メ
シ（
サ
バ
イ
バ
ル
飯
炊
き
）」は
空
き
缶

と
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
ご
飯
を
炊
き
ま
す

第31回牛久市民文化祭
囲碁大会（10月28日開催）

将棋大会（11月3日開催）

優　勝 準優勝 第3位
Aクラス 鈴木征四郎 志村譲二 渡辺勝吉
Bクラス 大山正夫 足助富美雄 山田清吉
Cクラス 牧内春雄 松本信彦 山村邦利

優勝 準優勝 第3位
Aクラス 松本博文 岡谷恒男 奥田典正
Bクラス 菅原憲義 横田和幸 橋本俊一
Cクラス 宮内悠斗（中根小）藤田千洋（牛久小）木村優太（牛久一中）

（敬称略）
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　このコーナーでは、市民の皆さんから寄せられたイラス

トや俳句、川柳などを紹介しています。なお、お便りには

住所と氏名、電話番号を記入してください。また、匿名希

望の方は、その旨記入してください。ペンネームも OK です。

あて先：〒300-1292牛久市中央3-15-1

　　　　「広報うしくちょっと休憩」係

　　　　Eメール shimin@city.ushiku.ibaraki.jp

皆
さ
ん
の
お
便
り
か
ら

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
コ
ー
ナ
ー

サ
ル
ビ
ア
や
咲
き
渡
る
公に

わ園
夕
陽
さ
す

　
　
　
　
　
　
　
　

田
宮　

岡
村
さ
ん

澄
ん
だ
空
も
ず
の
早
鳴
き
寒
さ
よ
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　

久
野
町　

酒
井
さ
ん

ま
た
あ
し
た
手
を
振
り
仰
ぐ
秋
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　

ペ
ン
ネ
ー
ム　

し
お
ま
め
さ
ん

☆
…
自
治
会
館
で
開
か
れ
た

市
の
出
前
講
座「
知
っ
て
学
ん

で
！
お
し
え
隊
」の
メ
ニ
ュ
ー

か
ら「
交
通
安
全
教
室
」
で
勉

強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
際
に
起
こ
っ
た
交
通
事
故

の
お
話
か
ら
始
ま
り
、
道
路

を
横
断
す
る
時
は
、
必
ず
右

よ
し
左
よ
し
安
全
確
認
。
車

の
直
前
直
後
の
横
断
は
危
険

が
い
っ
ぱ
い
等
々
、
ク
イ
ズ

や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
学
ぶ
講

座
で
し
た
。
皆
さ
ん
年
末
を

控
え
運
転
す
る
人
、
自
転
車

の
人
、
歩
く
人「
自
分
の
命
は

自
分
で
守
る
」を
意
識
し
て
毎

日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
海
豚
さ
ん

☆
…
５
・
６
年
前
の
春
、
奥
野

の
養
鶏
場
か
ら
の
チ
ラ
シ
を

見
て
卵
を
買
い
に
出
掛
け
ま

し
た
。
途
中
は
、
青
葉
が
輝

き
、
桜
並
木
も
き
れ
い
だ
っ

た
が
、
牧
場
が
何
カ
所
か
あ

り
、
馬
が
静
か
に
草
を
は
ん

で
い
る
の
に
出
会
い
ま
し
た
。

50
余
年
前
、
義
父
が
獣
医
師

で
、
早
朝
農
家
の
方
が
馬
を

連
れ
て
診
察
に
み
え
る
の
で

す
。
３
年
ほ
ど
で
し
た
が
義

父
の
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

何
十
年
も
忘
れ
て
い
た
こ
と

を
思
い
出
し
て
懐
か
し
く
月

に
何
回
か
出
掛
け
て
馬
の
姿

に
見
と
れ
思
い
出
の
中
に
身

を
置
く
の
で
す
。

神
谷
・
東
条
さ
ん

キ
ュ
ー
ち
ゃ
ん
の「
河
童
大

根
」県
知
事
へ
表
敬
訪
問

　

県
の
銘
柄
推
進
産
地
指
定
を
受
け
て

い
る「
河
童
大
根
」。
や
わ
ら
か
く
て
、

ほ
ん
の
り
甘
い
こ
の
大
根
は
高
品
質
が

自
慢
で
す
。
東
京
や
沖
縄
に
ま
で
出
荷

さ
れ
て
お
り
、
評
判
は
上
々
。

　

11
月
５
日
、本
格
的
な
出
荷
を
前
に
、

Ｊ
Ａ
竜
ヶ
崎
市
大
根
生
産
部
会
長
の
山

岡
正
男
さ
ん
ら
が
池
辺
市
長
と
県
庁
を

訪
れ
ま
し
た
。
橋
本
昌
県
知
事
か
ら
は

「
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
お
い
し
い
大
根
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し
の
言
葉

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

南・犬塚さん

受
賞
お
め
で
と
う
！

　

11
月
14
日
、
龍
ヶ
崎
市
内
で
竜
ケ
崎

税
務
署
主
催
の「
平
成
19
年
度
納
税
表

彰
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
作
文
の
部
で
は
、
２
３
６

８
点
の
応
募
の
中
か
ら
、
塚
原
佳
奈
美

さ
ん（
下
根
中
学
校
３
年
・
写
真
中
央
）

が
竜
ケ
崎
税
務
署
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
中
学
生
の
標
語
の
部
に
は
、

５
１
５
５
点
の
応
募
の
中
か
ら
、
真
保

り
え
さ
ん（
牛
久
第
三
中
学
校
３
年
・

写
真
右
）が
竜
ケ
崎
税
務
署
管
内
租
税

教
育
推
進
協
議
会
長
賞
を
、
川
島
明
日

香
さ
ん（
下
根
中
学
校
３
年
・
写
真
左
）

が
関
東
信
越
税
理
士
会
竜
ケ
崎
支
部
長

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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＜9月21日、牛久運動公園体育館、135人参加＞（敬称略）

第36回市内親善
秋季野球大会

Ａブロック　優　勝　Fattys（下写真）
　　　　　　準優勝　ビッグエイト

　　　　　　第３位　グリーンズ

　　　　　　　　　　フェイクス・ジャパン

�
葉
梨
康
弘
議
員（
右
か
ら
2
人
目
）に
要
望
書
を
渡
す
池
辺
市
長（
左
か
ら
2
人
目
）

平成19年秋季市民卓球大会

訓
練
の
成
果
を
競
い
合
う

第
58
回
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技

大
会
県
南
南
部
地
区
大
会

　

10
月
21
日
、
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
で「
第
58
回
茨
城
県
消
防
ポ

ン
プ
操
法
競
技
大
会
県
南
南
部
地
区
大

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、

火
事
の
現
場
で
必
要
と
さ
れ
る
操
法
技

術
を
市
町
村
対
抗
で
競
う
も
の
で
す
。

　

前
半
は
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
７

チ
ー
ム
が
参
加
。
後
半
の
小
型
ポ
ン
プ

操
法
の
部
に
は
、
牛
久
市
消
防
団
第
４

分
団（
田
宮
分
団
・
写
真
）
が
出
場
し
、

日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
て
敢

闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

国
道
６
号
バ
イ
パ
ス
の
早
期
事
業
化
な
ど
を
要
望
！

　

11
月
９
日
、
池
辺
勝
幸
市
長
は
沼
田

利
光
市
議
会
議
長
、
宮
原
節
子
同
副
議

長
と
と
も
に
、
地
元
選
出
の
国
会
議
員

で
あ
る
額
賀
福
志
郎
財
務
大
臣
、
葉
梨

康
弘
衆
議
院
議
員
、
石
井
啓
一
衆
議
院

議
員
ら
に
対
し
、
道
路
整
備
な
ど
に
か

か
る
国
の
予
算（
道
路
特
定
財
源
）を
確

保
し
、
牛
久
市
や
茨
城
県
へ
配
分
す
る

よ
う
要
望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

池
辺
市
長
ら
は
、
国
道
６
号
が
慢
性

的
に
渋
滞
し
て
い
る
こ
と
を
強
く
訴

え
、
国
道
６
号
バ
イ
パ
ス
の
早
期
事
業

化
と
渋
滞
緩
和
に
対
す
る
予
算
配
分
、

安
心
安
全
を
重
視
し
た
道
路
整
備
の
実

施
、
道
路
整
備
に
伴
う
雨
水
排
水
の
整

備
な
ど
、
必
要
な
事
業
へ
の
予
算
配
分

を
要
望
し
ま
し
た
。

第29回牛久市
秋季ソフトボール大会

　優　勝　ファイターズ

　準優勝　栄スピリッツ

　第３位　グリーンワンズ

＜10月28日、栄町運動広場＞

優　勝 準優勝 3　位
男子シングル 1 部 岩田充弘 平野利幸 桝田貴志、伊藤伸一
女子シングル 1 部 石添容子 上杉洋子 石添春香、原澤梨恵
男子ダブルス 田口・桝田 長塚・谷崎 柴山・岩田、石添 ･ 伊藤
女子ダブルス 石添・石添 沼田・原澤 上杉・外山
男子シングル 2 部 伊勢二朗 岡博 森永圭、　髙松千輝
女子シングル 2 部 池田美代子 長沢紀子 坂本佳代子
シニア 3 部 結田康一 小川攻 井寺清人

Ｂブロック　優　勝　レジェンズ（下写真）
　　　　　　準優勝　熱血グロサリ－ズ

　　　　　　第３位　茨城マリーンズ

　　　　　　　　　　JOKER

＜9月1日～23日、63 チーム参加、

牛久運動公園野球場ほか＞
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◆
み
ど
り
野
行
政
区
文
化
祭
で

　

朝
丘
雪
路
さ
ん
が
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　

10
月
28
日
、
み
ど
り
野
行
政
区
で

恒
例
の
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
女
優
の

朝
丘
雪
路
さ
ん
が「
私
の
歩
ん
だ
道
」と

題
し
て
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た

（
左
写
真
）。
区
民
会
館
に
は
、
朝
丘
さ

ん
を
一
目
見
よ
う
と
大
勢
の
市
民
が
参

加
。会
場
内
に
入
り
き
れ
な
い
ほ
ど
で
、

会
館
の
外
に
も
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し

て
、
立
ち
見
の
参
加
者
に
も
対
応
し
ま

し
た
。
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に
は
池
辺
勝
幸

市
長
と
淀
川
ゆ
き
教
育
長
も
参
加
、
小

野
寺
治
子
区
長
が
進
行
を
務
め
ま
し

た
。

　

朝
丘
さ
ん
は
区
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

質
問
に
も
答
え
、「
今
ま
で
で
楽
し
か
っ

た
こ
と
は
？
」
と
の
質
問
に
、
12
年
間

姑
と
同
居
し
た
こ
と
を
挙
げ
、「
最
初
は

折
り
が
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

接
し
て
い
く
う
ち
に
仲
良
く
な
っ
た
。

娘
に
は
、
相
手
の
両
親
と
同
居
す
る
と

こ
ろ
へ
嫁
に
行
く
よ
う
に
言
っ

て
い
る
」と
話
し
、「
最
近
は
、
親

が
娘
の
嫁
ぎ
先
に
両
親
が
い
る

と
こ
ろ
を
避
け
て
い
る
よ
う
に

思
う
。
姑
が
い
る
と
こ
ろ
へ
嫌

が
ら
ず
に
娘
を
嫁
に
出
し
て
ほ

し
い
」と
穏
や
か
に
語
り
か
け
て

い
ま
し
た
。

◆
竹
の
台
文
化
祭

　

10
月
28
日
、
竹
の
台
会
館
で

「
第
20
回
竹
の
台
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た（
右

下
写
真
）。
今
年
は
20
回
目
の

節
目
を
迎
え
、
地
域
の
住
民
約

２
０
０
人
が
参
加
し
て
、
例
年

に
も
増
し
て
盛
大
な
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

　

台
風
一
過
の
秋
晴
れ
の
下
、
地
元

の
中
根
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
や
郷
土
芸
能
の

ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
、
舞
踊
や
民
謡
も
披

露
さ
れ
、
会
場
は
多
く
の
家
族
連
れ
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は｢

引
っ
越
し
て
来
て
間
も

な
い
が
、
近
所
の
方
と
お
話
が

で
き
て
よ
か
っ
た｣

、｢

綿
あ
め
を

自
分
で
作
れ
て
楽
し
か
っ
た
。

来
年
も
ぜ
ひ
来
た
い｣

と
楽
し
そ

う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
の
一
角
で
は
今

年
か
ら
地
元
の｢

竹
の
台
元
気
農

園｣

で
収
穫
さ
れ
た
大
根
や
サ
ト

イ
モ
、
ナ
ス
な
ど
14
種
類
の
野

菜
即
売
会
も
行
わ
れ
、
収
益
金

は
自
治
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

◆
第
八
岡
見
行
政
区「
文
化
の
集
い
」

　

11
月
10
日
・
11
日
、
第
八
岡
見
会
館

で「
第
２
回
第
八
岡
見
文
化
の
つ
ど
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
小
雨

の
降
る
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の

住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。
始
め
に
地
元

の
方
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ

れ
る
と
、
約
40
人
の
観
客
が
来
場
し
フ

ル
ー
ト
や
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
な
ど
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、和
室
で
行
わ
れ
た
茶
会
で
は
、

先
生
に
作
法
を
教
わ
り
な
が
ら
、
慣
れ

な
い
手
つ
き
で
茶
会
の
雰
囲
気
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た（
左
写
真
）。
展
示
の
部

で
は
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
約
50

人
の
出
展
が
あ
り
、
フ
ラ
ワ
ー
・
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
や
手
作
り
の
釣
具
な
ど
の

作
品
を
前
に
し
て
、
多
く
の
観
客
が
熱

心
に
作
品
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　

佐
々
木
良
一
区
長
は｢

こ
の
よ
う
な

発
表
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
今

後
も
地
域
の
文
化
的
な
活
動
を
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

行政区の文化祭で地域交流！
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☆

☆

輝
け
！ 

青
春
！ 

活
躍
す
る
中
学
生

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆
う
に
語
り
、
今
後
の
活
躍
を
誓
い
ま
し

た
。

　

牛
久
第
三
中
学
校
科
学
部（
左
写
真
）

が
、
10
月
に
開
催
さ
れ
た
茨
城
県
児
童

生
徒
科
学
研
究
作
品
展
県
展
の
県
知
事

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は｢

牛
久
の
自
然
Ⅲ
、

ト
ン
ボ
と
植
物
が
示
す
牛
久
沼
再
生
へ

の
道｣

と
題
し
、
３
年
間
の
研
究
の
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
研
究
は
科

学
部
員
20
人
の
生
徒
で
研
究
を
続
け
た

も
の
で
、学
校
の
プ
ー
ル
な
ど
を
使
い
、

　

10
月
に
横
浜
市
で
行
わ
れ
た「
第
38

回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技

大
会（
砲
丸
投
げ
女
子
Ｃ
ク
ラ
ス
）」で
、

牛
久
第
三
中
学
校
１
年
の
清
水
麻
実
さ

ん（
右
写
真
）
が
第
３
位（
記
録
11
ｍ
31

㎝
）
に
輝
き
ま
し
た
。
清
水
さ
ん
は
兄

の
薦
め
も
あ
り
、
今
年
の
４
月
か
ら
砲

丸
投
げ
を
始
め
た
ば
か
り
。
ま
だ
発
展

途
上
の
段
階
で
す
が
、
先
生
の
適
切
な

指
導
と
、
早
朝
練
習
な
ど
の
努
力
で
メ

キ
メ
キ
と
実
力
を
つ
け
て
き
ま
し
た
。

　

大
会
の
会
場
は
、
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
決
勝
も
行
わ
れ
た
日
産
ス
タ

ジ
ア
ム
で
し
た
が
、｢

会
場
は
広
く
て
緊

張
し
た
。あ
ま
り
自
信
が
な
か
っ
た
が
、

３
位
に
入
賞
で
き
る
な
ん
て
信
じ
ら
れ

な
い
。
今
後
の
目
標
は
も
っ
と
記
録
を

伸
ば
し
て
い
く
こ
と
で
す｣

と
嬉
し
そ

植
物
を
使
っ
た
水
質
浄
化
作
用
を
試
す

な
ど
し
て
確
認
さ
れ
た
効
果
な
ど
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
を
選
ん

だ
理
由
と
し
て
、
３
年
生
の
篠
田
知
幸

部
長
は｢

昔
の
牛
久
沼
の
自
然
を
取
り

戻
し
、
鳥
や
魚
な
ど
の
生
物
に
戻
っ
て

き
て
ほ
し
か
っ
た
か
ら｣

と
話
し
ま
し

☆

☆

☆
☆

県
内
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
が
牛
久
に
集
合

カ
ブ
＆
ビ
ー
バ
ー
ラ
リ
ー
２
０
０
７

　

４
年
に
一
度
、
県
内
の
カ
ブ
ス
カ
ウ

ト
、
ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト
が
一
堂
に
会

す
る「
カ
ブ
＆
ビ
ー
バ
ー
ラ
リ
ー
」が
11

月
４
日
、
牛
久
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
ス
カ
ウ
ト
相
互
の
交
流
を
図

ろ
う
と
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
県
内

各
地
の
70
以
上
の
団
か
ら
約
２
０
０
０

人
の
ス
カ
ウ
ト
が
集
ま
り
ま
し
た
。
牛

久
か
ら
は
、
１
団
、
２
団
、
４
団
が
参

加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

牛
久
1
団
の「
こ
の
木
な
ん
の
木
？

木
の
肌
ク
イ
ズ
」
は
、
実
際
に
木
を
触

り
、
ヒ
ン
ト
と
見
比
べ
て
そ
の
木
が
な

ん
の
木
か
を
当
て
る
も
の
。
同
団
に
所

属
す
る
向
台
小
学
校
1
年
の
武
田
和

真
さ
ん
は「
ク
イ
ズ
は
全
部
当
た
っ
た
。

ク
ヌ
ギ
の
ど
ん
ぐ
り
が
一
番
大
き
か
っ

た
」と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

主
催
し
た
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
茨

城
県
連
盟
の
関
正
夫
連
盟
長
は「
こ
の

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
が
地
域
に
浸
透
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
。
屋
外
で
体
を
動
か
し
、
自
然

と
触
れ
合
え
る
素
晴
ら
し
い
機
会
だ
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

た
。
今
後
は
11
月
の
全
国
大
会
予
備
審

査
を
経
て
12
月
に
全
国
大
会
中
央
審
査

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

若
い
世
代
の
環
境
保
全
に
対
す
る
熱

意
が
広
が
り
、
昔
の
牛
久
沼
が
戻
る
日

も
近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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牛
久 

小
さ
な
旅

　

―
 

蔵
の
街
並
み　

井
ノ
岡
町 ―

広
報
う
し
く
市
民
特
派
員　

齋さ
い
と
う藤　

重
じ
ゅ
う　

　

牛
久
市
街
か
ら
国
道
４
０
８
号
島
田

町
信
号
で
左
に
入
り
、
ほ
ど
な
く
し
て

正
面
に
見
え
る
森
が
井
ノ
岡
町
集
落
で

す
。
浄
じ
ょ
う
み
ょ
う
じ

妙
寺
を
基
点
に
し
て
集
落
を
歩

け
ば
、
美
し
い
土
蔵
が
垣
根
越
し
に
目

に
入
り
ま
す
。
各
民
家
に
土
蔵
が
連

な
っ
て
い
る
景
観
に
は
ほ
ど
よ
い
豊
か

さ
を
感
じ
ま
す
。
蔵
に
つ
い
て
特
質
を

見
る
と
、
夏
は
涼
し
く
冬
は
暖
か
、
風

に
堅
牢
、
火
災
に
も
安
全
、
泥
棒
の
防

御
に
も
万
全
、
誰
も
が
一
途
に
あ
こ
が

れ
、
こ
れ
を
持
ち
た
い
と
一
生
の
願
望

と
努
力
を
し
た
も
の
で
し
た
。

　

「
く
ら
」と
い
う
字
に
は
蔵
・
倉
・
庫

が
当
て
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
同

じ
意
味
に
使
わ
れ
ま
し
た
が
、
文
字
が

違
う
よ
う
に
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
少
し
違
い

が
あ
り
ま
す
。
も
と
も
と
大
切
な
も
の

を
隔
て
隠
す
意
味
か
ら
出
た
蔵
の
第
一

の
目
的
は
貯
蔵
・
格
納
で
、
名
前
を
あ

げ
て
み
る
と
醸
造
蔵
、
漆
器
蔵
、
店
蔵
、

繭
蔵
、
高
品
蔵
、
米
蔵
、
味
噌
蔵
、
塀

蔵
、
座
敷
蔵
、
道
具
蔵
、
物
置

蔵
、
酒
蔵
、
藍
蔵
な
ど
が
あ
り
、

井
ノ
岡
町
は
主
に
米
蔵
で
す
。

　

ま
た
倉
は
穀
物
を
納
め
る
所

で
あ
り
、
穀
倉
、
籾
倉
、
神
倉
、

官
倉
、
礼
倉
な
ど
に
使
わ
れ
ま

し
た
。
庫
は
文
字
ど
お
り
車
を

入
れ
て
お
く
建
物
の
意
味
で
、

車
庫
、
文
庫
、
金
庫
、
山
車
庫
、

書
庫
な
ど
で
す
。
こ
の
よ
う
に

日
本
に
は
い
ろ
い
ろ
な
用
途
の

「
く
ら
」
が
あ
り
ま
す
が
、
井
ノ

岡
町
民
家
の
土
蔵
は
主
に
屋
敷

構
成
と
し
て
、
主
役
は
母

屋
で
あ
り「
く
ら
」
は
脇
役

と
し
て
た
た
ず
ん
で
い
ま

す
が
、
ど
れ
も
堂
々
と
し

た
構
え
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
く
ら
」
を
見
る

と
、
ど
れ
も
こ
れ
も
、
か

つ
て
は
人
々
の
生
活
に
一

つ
と
し
て
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
ば
か
り
で

し
た
。

　

蔵
を
造
る
左
官
職
人
の
世
界
に「
紙

一
枚
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
土

蔵
の
入
口
や
窓
に
は
、
い
つ
も
開
い
て

い
る
漆し
っ
く
い喰
の
重
厚
な
扉
が
目
に
入
り
ま

す
。
こ
の
ど
っ
し
り
と
し
た
観か
ん
の
ん音
開
き

の
土
戸
は
、
見
せ
る
た
め
ば
か
り
で
な

く
、
大
切
な
財
産
を
守
る
の
が
蔵
の
存

在
価
値
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ひ

と
た
び
火
が
出
た
ら
、
人
々
は
蔵
の
窓

や
扉
を
し
め
て
避
難
を
し
ま
し
た
。
た

と
え
紅ぐ

れ

ん蓮
の
炎
に
包
ま
れ
て
も
、
蔵
の

中
に
火
を
入
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
閉
じ
ら
れ
た
扉
に
少
し
で
も
隙
間

が
あ
れ
ば
、
火
は
容
赦
な
く
蔵
の
中
ま

で
侵
入
し
、
全
て
灰か
い
じ
ん塵

と
化
し
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
、
左
官
職

人
の
鏝こ
て

塗
り
の
技
術
が
あ
り
ま
し
た
。

閉
じ
た
扉
と
扉
の
間
に
一
枚
の
紙
を
挟

ん
で
、
そ
の
紙
が
す
べ
り
落
ち
な
い
と

こ
ろ
ま
で
の
精
度
を
求
め
た
の
で
す
。

こ
れ
が
で
き
る
と
一
人
前
の
蔵
造
り
の

仲
間
入
り
が
で
き
ま
し
た
。
土
工
、
石

工
、
大
工
、
葺ふ

き

し師
、
細
工
、
鍛
冶
な
ど

あ
ら
ゆ
る
職
人
が
、
左
官
の
紙
一
枚
と

同
じ
レ
ベ
ル
の
技
を
出
し
あ
っ
て
一
つ

の
蔵
が
完
成
さ
れ
ま
し
た
。
蔵
に
は
日

本
の
伝
統
的
技
術
が
見
事
に
集
約
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。
と
思
い
つ
つ
井
ノ
岡

の
蔵
を
再
度
見
渡
す
と
黒
い
瓦
と
白
い

壁
が
冬
の
夕
焼
け
に
照
り
返
し
、
絵
そ

の
も
の
で
す
。
小
道
の
角
に
は「
道ど

う

そ祖

神じ
ん

」
が
あ
り
、
お
米
、
小
銭
が
供
え
ら

れ
て
い
ま
す
。信
仰
の
厚
い
集
落
で
す
。

　

集
落
の
社
や
し
ろ

と
し
て「
井
岡
神
社
」が
あ

り
祭
礼
は
毎
年
12
月
28
日
に
と
り
行
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
地
元
産
物
の
代
表
と

し
て「
河
童
大
根
」が
お
い
し
く
、
生
産

農
家
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

黒
い
瓦
屋
根
と
白
い
壁
が
特
徴
の
土
蔵

道祖神は、道端にあって悪霊や疫病な

どを防ぐ神。丸石や男女二体の石像な

どを神体としています。
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＜124＞
牛久運動公園体育館内
牛久市体育協会事務局
　☎ 873-2486 FAX873-2895

（74）
市教育委員会生涯学習課内
牛久市文化協会事務局
　☎ 871-2301 FAX871-1334

牛久市柔道協会 代表：小松 正人

【活動目的】柔道を通して国の宝である青少年の健全育成、

特に現在失われつつある礼節の見直し、心身の鍛錬、その

中からたくさんの友達と出会える機会をつくっています。
【活動内容・練習場所】毎週日曜午前9時～11時、水曜午

後6時30分～8時、土曜午後6時30分～8時30分牛久第

一中学校武道館。常時見学できますのでお気軽におい

でください。経験豊富な指導員が丁寧に指導します。
【会費など】小学生以下…入会金500円、年会費19,200円

中学生…入会金500円、年会費10,000円

　※年会費には保険、試合参加費を含みます。
【問い合わせ】井上☎874-4265、小松☎873-5429

≪加盟団体紹介≫

催し物のご案内みて・きいて・かんじて…
いつも新たな感動を！　市民文化祭参加

　今年も文化、芸術のさまざまな分野で活動している文化

協会加盟団体が多数参加。舞台発表、作品展示、お茶席と

その活動の成果を発表し、多くの方が訪れました。

ダンススポーツ！楽しく踊りませんか
　牛久ダンススポーツ連盟 河野☎873-2316

　11月10日から茨城県で｢ねんりんピック茨

城2007｣が開催されました。牛久市では全国

から500人の選手団をお迎えして｢ダンスス

ポーツ交流会｣が行われ、大きな感動を呼び

無事終了しました。私ども牛久ダンススポー

ツ連盟もこの運営に携わらせていただいた

ことで、より結束を深めるとともにダンスス

ポーツの素晴しさを再認識しました。今後も

地域の方々との交流を図り生涯スポーツとし

てダンスの普及に努めていきます。

●草月流いけばな講習会お正月のしめ縄飾り

日時　12月28日（金）午後1時～3時

場所　エスカード生涯学習センター会議室

材料費　大2,500円、小1,500円

※生の花材で作ります。

問い合わせ　草月流いけばな会（伊藤）

☎871-2155

●牛久市文化協会公演事業

　劇団四季ファミリーミュージカル

　　「魔法をすてたマジョリン」

日程　平成20年3月15日（土）

チケット発売開始　12月22日（土）

　小学生魔女マジョリンの冒険と恋の物語。

魔法を使ったり空を飛んだり、ドキドキ、ハ

ラハラ。家族で楽しめるミュージカルです。

問い合わせ　牛久市文化協会事務局

☎871-2301

●古楽器演奏（六華仙）と神津善行によるトーク

　12月16日（日）午後2時開演
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牛
久
市
政
治
倫
理
調
査
委

員
会
委
員
募
集

　

市
民
か
ら
の
調
査
請
求
に
基
づ
き
、

市
長
、
教
育
長
や
議
員
が
、
政
治
倫
理

基
準
お
よ
び
遵
守
事
項
に
違
反
し
て
い

な
い
か
な
ど
の
必
要
な
調
査
や
報
告
を

行
う
牛
久
市
政
治
倫
理
調
査
委
員
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方

募
集
人
数　

４
人

任
期　

２
年

申
し
込
み
方
法　

任
意
様
式
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
お
よ
び
応

募
の
動
機
を
記
入
の
上
、持
参
、郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　

書
類
審
査
お
よ
び
面
接

申
込
締
め
切
り
日　

12
月
28
日（
金
）必
着

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
総
務

課
☎
８
７
３
・
２
１
１
１
内
線
１

０
１
３
Ｆ
Ａ
Ⅹ
８
７
３
・
７
５
１

０
Ｅ
メ
ー
ルsoum

u@
city.ushiku.

iba
ra

ki.jp

第
39
回
と
く
と
く
市

日
時　

12
月
16
日（
今
月
は
第
３
日
曜

日
で
す
）
午
前
９
時
～
※
完
売
次
第

終
了（
雨
天
決
行
）

場
所　

牛
久
市
営
青
果
市
場（
牛
久
市

田
宮
町
６
２
４
番
地
）

※
午
前
10
時
か
ら
当
日
限
り
場
内
で
買

物
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
券
付「
タ
マ

ネ
ギ
の
袋
詰
め
」
を
先
着
１
０
０
名

様
に
格
安
で
販
売
し
ま
す
。
ま
た
、

年
末
大
抽
選
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
お
忘
れ
な
く
！

※
買
い
物
袋
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
車
は
指
定
さ
れ
た
場
所
に
駐
車
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

牛
久
市
営
青
果
市
場
☎

８
７
２
・
０
０
４
２

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る

に
は
届
出
が
必
要
で
す

　

森
林
法
に
よ
り
地
域
森
林
整
備
計
画

区
域
の
立
木
を
伐
採
す
る
際
に
は
、
個

人
の
所
有
す
る
森
林
で
あ
っ
て
も
、
事

前
に
「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
届
出

書
」
の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

提
出
要
件
は
、
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下

の
場
合
は
市
農
業
政
策
課
、
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
超
え
る
場
合
は
県
南
地
方
総

合
事
務
所
林
務
課
に
伐
採
開
始
前
90
日

～
30
日
の
間
に
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

森
林
を
伐
採
す
る
と
き
は
、
必
ず
地

域
森
林
整
備
計
画
区
域
内
か
ど
う
か
を

市
農
業
政
策
課
へ
確
認
し
て
か
ら
作
業

を
実
施
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
農
業
政
策
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
１
５
２
２

都
市
計
画
街
路
城
中
・
田

宮
線
の
供
用
開
始

　

都
市
計
画
街
路
城
中
・
田
宮
線
の

市
道
13
号
線（
牛
久
小
学
校
南
側
）か
ら

市
道
18
号
線（
牛
久
駅
刈
谷
線
）ま
で
の

１
１
１
０
ⅿ
が
供
用
開
始
と
な
り
ま
す

（
一
部
歩
道
区
間
を
除
く
・
左
図
参
照
）。

※
刈
谷
線
交
差
点
の
信
号
に
つ
い
て

は
、県
警
が
後
日
設
置
の
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
道
路
建
設
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
２
５
１
３

三日月橋生涯
学習センター

国道６号市道 13 号線

牛久小学校

刈谷団地

車道工事中
公園

階段工事中

秋住団地

いぶき野団地

牛久駅刈谷団地 市道 18 号線

歩道工事中（通行止）

都市計画街路
城中・田宮線
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ブ
リ
ア
ン
ト
ヴ
ィ
ル
う
し

く

　

今
年
で
２
回
目
と
な
る「
ブ
リ
ア
ン

ト
ヴ
ィ
ル
う
し
く
」
は
、
昨
年
の
装
飾

範
囲
を
牛
久
駅
東
口
広
場
お
よ
び
シ
ャ

ト
ー
通
り
か
ら
拡
大
し
、
駅
西
口
広
場

ま
で
が
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
飾
ら

れ
、
輝
き
の
街
に
変
わ
り
ま
す
。
期
間

中
は
、
点
灯
式
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン

ト
、
牛
久
ス
タ
ン
プ
会
に
よ
る
催
し
な

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

来
場
の
上
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間　

12
月
１
日（
土
）～
平
成
20
年
２

月
14
日（
木
）※
点
灯
時
間
は
午
後
４

時
～
午
前
１
時
。

場
所　

牛
久
駅
東
西
口
広
場
お
よ
び

シ
ャ
ト
ー
通
り

問
い
合
わ
せ　

ブ
リ
ア
ン
ト
ヴ
ィ
ル
う

し
く
実
行
委
員
会（
市
商
工
観
光
課

内
）
☎
８
７
３
・
２
１
１
１
内
線
２

５
５
１
～
２
５
５
２

第
79
回
う
し
く
ゴ
ッ
多
市

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

日
時　

12
月
９
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
３
時

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
駐

車
場（
文
化
ホ
ー
ル
で
催
事
が
あ
り

ま
す
の
で
、
駐
車
場
は
栄
町
運
動
広

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

イ
ベ
ン
ト　

①
再
生
家
具
リ
サ
イ
ク
ル

コ
ー
ナ
ー（
午
前
10
時
30
分
～
）

　

②
切
り
も
ち
１
袋　

先

着
２
０
０
名
様
に
格
安

販
売（
正
午
予
定
）

※
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
天
候
の
都
合
に
よ

り
時
間
変
更
が
あ
り
ま
す
。

次
回
開
催　

平
成
20
年
２
月
10
日（
日
）

問
い
合
わ
せ　

市
商
工
観
光
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
２
５
５
１

教
育
ロ
ー
ン
と
利
子
補
給

制
度

【
ろ
う
き
ん
の
教
育
ロ
ー
ン
】

融
資
額　

最
高
５
０
０
万
円（
労
金
の

会
員
の
方
は
１
０
０
０
万
円
）
ま
で

一
括
融
資
ま
た
は
分
割
融
資

返
済
期　

10
年
以
内
。
在
学
中
の
元
金

返
済
据
置
き
も
で
き
ま
す
。

金
利　

平
成
19
年
11
月
１
日
現
在
１
・

９
％
～
２
・
４
％
（
固
定
金
利
・
特

別
金
利
）、
保
証
料
…
個
人
負
担

保
証　

茨
城
県
労
働
者
信
用
基
金
協
会

の
保
証

【
育
英
基
金
の
利
子
補
給
制
度
】

　

育
英
基
金
と
は
、
勤
労
者
の
教
育
費

の
負
担
軽
減
を
目
的
に
、
県
・
市
町

村
・
労
働
金
庫
が
出
資
を
し
て
つ
く
ら

れ
た
公
益
法
人
で
す
。
在
学
中（
最
長

４
年
以
内
）
は
、
お
子
様
一
人
あ
た
り

１
０
０
万
円（
1
世
帯
３
０
０
万
円
）ま

で
の
融
資
に
対
し
、
年
１
％
の
利
子
補

給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象　

県
内
に
居
住
ま
た
は
県
内
事
業

所
に
勤
務
し
て
い
る
方

問
い
合
わ
せ　

中
央
労
働
金
庫
牛
久
代

理
店
☎
８
７
２
・
７
１
６
０
、
茨
城

県
勤
労
者
育
英
基
金
☎
０
２
９
・
２

３
１
・
０
２
３
５

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ
！

　

中
退
共
制
度（
中
小
企
業
退
職
金
共

済
制
度
）
は
、
中
小
企
業
で
働
く
従
業

員
の
た
め
の
外
部
積
立
型
の
国
の
退
職

金
制
度
で
す
。
掛
金
助
成
や
税
法
上
の

優
遇
な
ど
、
有
利
な
特
典
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。
安
全
・
確
実
な
中
退
共
制
度
を

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移
行
先

と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
掛
金
を
納
め
る
だ
け
で
企
業
の
実
態

に
あ
っ
た
退
職
金
制
度
を
手
軽
に
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

新
規
加
入
の
事
業
主
に
対
し
て
、
４

カ
月
目
か
ら
１
年
間
、
従
業
員
ご
と

に
掛
金
の
50
％
（
上
限
は
５
０
０
０

円
）を
国
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方
も
加
入
し
や

す
い
制
度
で
す
。月
額
２
０
０
０
円
、

３
０
０
０
円
、
４
０
０
０
円
の
掛
金

で
も
加
入
で
き
ま
す
。

○
掛
金
は
税
法
上
、
全
額
非
課
税
に
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者

退
職
金
共
済
機
構
中
小
企
業
退
職
金

共
済
事
業
本
部
☎
０
３
・
３
４
３
６
・

０
１
５
１

常
陽
銀
行
年
金
無
料
相
談

（
要
予
約
）

　

常
陽
銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士

が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
年
金
手
帳
な

ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成
20
年
１
月
８
日（
火
）午
前

10
時
～
午
後
３
時

場
所　

常
陽
銀
行
牛
久
支
店

問
い
合
わ
せ　

常
陽
銀
行
牛
久
支
店
☎

８
７
２
・
５
１
１
２
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や
さ
し
く
学
ぶ「
投
資
講

座
」（
全
５
回
）

金
融
商
品
の
基
礎
知
識
と
資
産
運
用

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
よ
り
安
心

な
人
生
設
計
を
行
う
上
で「
お
金
」は
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
長
引
く

低
金
利
政
策
や
経
済
環
境
の
変
革
に
よ

り「
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
」と
い
う
選
択
肢

が
注
目
さ
れ
る
中
、
金
融
や
投
資
の
正

し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
は
た
い
へ
ん
重

要
な
こ
と
で
す
。

　

当
講
座
は
初
心
者
向
け
の
基
礎
的
な

内
容
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
定
年
退
職

を
迎
え
る
方
や
マ
ネ
ー
投
資
に
興
味
が

あ
る
方
な
ど
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
受

講
く
だ
さ
い
。

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
大

講
座
室（
第
１
～
４
回
）、
市
中
央
図

書
館
視
聴
覚
室（
第
５
回
）

講
師　

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
山
上
氏
ほ
か

定
員　

80
人（
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
）

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
方
法　

は
が
き
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
の
上
、
〒
３
０
０
‐
１
２
１
１
牛

久
市
柏
田
町
１
６
０
６
‐
１
牛
久
市

中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー「
投
資
講

座
係
」ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り
日　

12
月
26
日（
水
）当

日
消
印
有
効
。

※
申
し
込
み
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
☎
８
７
１
・
２
３
０
１

牛
久
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
に
伴

う「
か
っ
ぱ
号
」の
運
休

　

平
成
20
年
１
月
14
日（
月
・
祝
）の「
牛

久
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
」
開
催
に
伴
い
、

か
っ
ぱ
号
が
一
部
運
休
し
ま
す
。

【
運
動
公
園
ル
ー
ト
】

①
牛
久
駅
東
口（
午
前
８
時
30
分
発
）…

牛
久
運
動
公
園
…
牛
久
駅
東
口（
午

前
９
時
20
分
着
）⇨
運
休

②
牛
久
駅
東
口（
午
前
８
時
55
分
発
）…

牛
久
運
動
公
園
…
牛
久
駅
東
口（
午

前
９
時
45
分
着
）⇨
運
休

③
牛
久
駅
東
口（
午
前
９
時
50
分
発
）…

牛
久
運
動
公
園
…
牛
久
駅
東
口（
午

前
10
時
40
分
着
）⇨
運
休

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
１
７
１
４

土
砂
災
害
の
恐
れ
の
あ
る

場
所
を
調
査
し
ま
す

現
地
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

が
け
崩
れ
や
土
石
流
の
危
険
か
ら
皆

さ
ん
の
生
命
や
身
体
を
守
る
た
め
、
茨

城
県
が
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
き
土

日　時 テーマ
第1回 1月19日（土）

午後6時～8時
「やさしい株式投資」

基礎講座（第1回）
第2回 2月2日（土）

午後6時～8時
「やさしい株式投資」

基礎講座（第2回）
第3回 2月16日（土）

午後6時～8時
「やさしい債権投資」

基礎講座
第4回 3月1日（土）

午後6時～8時
「やさしい投資信託」

基礎講座
第5回 3月15日（土）

午後6時～8時
「やさしいネット情報

活用法」基礎講座

静
岡
県

葵（
あ
お
い
）

＜記入例＞

三日月橋生涯学習センター
市民企画講座

家紋からわが家のルーツを知る

　家紋から｢わが家のルーツ（先祖）｣あるいは先

祖の思いを知り、夢と古代のロマンを膨らませ

てください。

日時　2月2日・9日・16日・23日、3月1日の毎

週土曜日、午前10時～正午

場所　三日月橋生涯学習センター講座展示室

講師　栗原功氏（牛久市

文化財保護審議委員）

対象　市内に在住の方

定員　20人※先着順。

参加費　無料

申し込み方法　はがきに

郵便番号、住所、氏名、電話番号と家紋名、

家紋（概略）、先祖の都道府県を記入して、お

申し込みください。

申込締め切り日　12月25日（火）必着

申し込み・問い合わせ　三日月橋生涯学習セン

ター（〒300-1224牛久市庄兵衛新田町210-3）

　☎874-1340FAX874-7300

砂
災
害
の
危
険
の
あ
る
場
所
を
調
査
し

ま
す
。
委
託
し
た
調
査
員
が
皆
さ
ん
の

所
有
地
内
に
立
ち
入
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

な
お
、
調
査
員
は
身
分
証
明
書
を
携

帯
し
て
い
ま
す
。

調
査
期
間　

12
月
３
日（
月
）～
平
成
20

年
３
月
14
日（
金
）

調
査
場
所　

市
内
の
急
傾
斜
地
全
域

調
査
内
容　

が
け
の
規
模
、
傾
斜
度
、

擁
壁
な
ど

問
い
合
わ
せ　

茨
城
県
竜
ケ
崎
土
木
事

務
所
河
川
整
備
課
☎
０
２
９
７
・
６

５
・
３
４
１
１
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野
菜

コ

ー

ナ

ー

が

リ

ニ
ュ
ー
ア
ル

運
動
公
園
体
育
館
と
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
野
菜
コ
ー
ナ
ー
が
変
わ
り
ま

す
！

　

市
内
の
若

い
農
業
者
グ

ル

ー

プ

Ｕ

Ｆ
Ｏ
ク
ラ
ブ

の
野
菜
に
加

え
、
地
元
の
生
産
者
が
作
っ
た
新
鮮
野

菜
が
市
場
直
送
で
並
ぶ
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
よ
り
よ
い
品
ぞ
ろ
え
を
心
掛
け

ま
す
。
牛
久
の
農
作
物
を
ぜ
ひ
味
わ
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
運
動
公
園
体
育
館
売
店
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
地

元
産
の
新
鮮
野
菜
に
加
え
、
観
光
物
産

品
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
な
ど
数
多
く
の
品

揃
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

時
間　

▼
牛
久
運
動
公
園
体
育
館
…
午

前
９
時
～
午
後
８
時
30
分

　

▼
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
…
月
曜
日

か
ら
土
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後
４

時（
祝
日
は
休
み
）

問
い
合
わ
せ　

市
農
業
政
策
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
１
５
２
１
、
牛

久
運
動
公
園
体
育
館
☎
８
７
３
・
２

４
８
６

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
か

ら
の
お
知
ら
せ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
か
ら

　

年
内
は
12
月
27
日（
木
）ま
で
、
新
年

は
１
月
５
日（
土
）
か
ら
営
業
し
ま
す
。

初
め
て
の
方
、楽
し
く
運
動
し
た
い
方
、

ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
程　

【
か
ん
た
ん
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
】12

月
3
日
、
17
日
の
月
曜
日
お
よ
び
毎

週
水
曜
日
、【
ヨ
ガ
】
12
月
4
日
、
11

日
、
18
日
の
火
曜
日

時
間　

午
前
10
時
～
午
前
10
時
55
分

場
所　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ

参
加
費　

市
内
の
方
３
１
０
円
、
市
外

の
方
４
７
０
円（
ジ
ャ
グ
ジ
ー
浴
室
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
も
利
用
可
）

持
参
す
る
物　

運
動
に
適
し
た
服
装
、

シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
ヨ

ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
型
の
バ
ス
マ
ッ

ト（
ヨ
ガ
ご
参
加
の
方
）

問
い
合
わ
せ　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
☎
８
７
３
・
２
４

８
６
内
線
16

○ ○

○

○○

○ ○

○

○

第32回牛久シティマラソンに伴う

交通規制のお知らせ

　平成20年1月14日（月・成人の日）

の下記の時間、「牛久シティマラソ

ン」開催のため、マラソンコースお

よび周辺道路の交通規制を実施し

ます。大変ご迷惑をおかけします

が、当日は迂回などのご協力をお

願いいたします。

問い合わせ　牛久シティマラソン

実行委員会事務局☎873-2111内

線3041～3042 または☎873-2486
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年
末
年
始
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

　

牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
１
月
１
日（
火
）

か
ら
１
月
３
日（
木
）
ま
で
休
館
し
ま
す
。
休
館
に

伴
う
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
は
、
左
記
の「
年
末
年

始
ご
み
収
集
表
」の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
お
持
ち
込
み
に
な

る
場
合
は
、
12
月
31
日（
月
）
午
後
４
時
30
分
が
最

終
受
け
付
け
に
な
り
ま
す
。
年
末
は
大
変
込
み
合

い
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
混
雑
時
に
は
、
市
委
託
収
集
車

両
の
搬
入
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
年
始
は
１
月
４
日（
木
）か
ら

平
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

【
ご
み
搬
入
時
の
お
願
い
】

①
ご
み
搬
入
時
に
は
、
エ
コ
カ
ー
ド
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

②
エ
コ
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
牛
久
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
エ
コ
カ
ー
ド
の
発
行
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
清
掃
施
設
課
☎
８
７
３
・
２
１

１
１
内
線
１
５
７
１
～
１
５
７
２
、
牛
久
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎
８
３
０
・
９
３
３
３

龍ケ崎地方衛生組合の財政（平成19年9月30日現在）
　「地方自治法第243条の3第1項」および「龍ケ崎地方衛生組合財政事情書の作成及び公表に関する条

例」の定めにより、下記のとおり公表します。

平 成 1 9 年 度 上 半 期（ 4 月 ～ 9 月 ）の 財 政 事 情 書
平成19年度一般会計の執行状況　　　（単位 : 千円） 平成18年度一般会計決算の状況（単位 : 千円）

歳　　　　入 歳　　　　出
項　　目 予 算 額 収入済額 項　　目 予 算 額 支出済額

分担金及び負担金 1,052,281 526,140 議　会　費 2,270 672
使用料及び手数料 31,869 12,929 総　務　費 256,663 119,371

財 産 収 入 738 518 衛　生　費 337,101 85,396
繰　入　金 1 0 公　債　費 496,958 234,243
繰　越　金 10,000 22,394 予　備　費 2,000 0
諸　収　入 103 74
合　　　計 1,094,992 562,055 合　　　計 1,094,992 439,682
収　入　率 51.3％ 支　出　率 40.1％

歳　　　　入 歳　　　　出
項　　目 金　　額 項　　目 金　　額

分担金及び負担金 1,091,666 議　会　費 1,854
使用料及び手数料 32,882 総　務　費 276,057

財 産 収 入 701 衛　生　費 333,896
繰　入　金 0 公　債　費 509,645
繰　越　金 18,480 予　備　費 0
諸　収　入 117
合　　　計 1,143,846 合　　　計 1,121,452

●組合所有財産　・土地　32,812㎡　・建物　8,257㎡　・車両6台　・基金積立金　1億3,945万円

●組合債現在高　・一般廃棄物処理事業債　27億2,775万5,000円

問い合わせ　龍ケ崎地方衛生組合☎0297-64-1144

ごみ収集運搬区域図

Ａ地区 Ｂ地区
直接
搬入

12月24日（月） × 燃えるごみ ○
25日（火） 燃えるごみ × ○

26日（水）
燃えないごみ、
プラスチック

資源物 ○

27日（木） × 燃えるごみ ○
28日（金） 燃えるごみ × ○

29日（土） 資源物
燃えないごみ、
プラスチック

○

30日（日） × × ×
31日（月） × 燃えるごみ ○

1月  4日（金） 燃えるごみ × ○

1月  5日（土） 資源物
燃えないごみ、
プラスチック

○

年末年始ごみ収集表（×は収集がありません）
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◆受付日程（申込受付場所は市社会福祉課）

申込受付期間　12月5日（水）〜12日（水）※土 ･ 日

曜は除く。

抽　選　日　 12月19日（水）午後1時30分〜

抽選場所　市保健センター会議室（2階）

入居可能日　平成20年1月（住宅により多少異なり

ます）

※抽選の際、入居決定者のほかに補欠者を数名決

定します。（補欠の有効期間は抽選日から3 カ月

間です）

※家賃は入居者の収入によって異なります。

※ペットは禁止となっております。

＜募集住宅の概要＞

市営住宅入居者募集

南裏住宅５号棟４０６号（４階部分）
構　造 鉄筋コンクリート造4階建て (エレベーターなし）

住　所 牛久市牛久町2524-4
使用料 家賃：25,900 〜 42,800 円／月

駐車場 1 台可 1,500 円／月
間取り ３ＤＫ（和室6畳×2、和室6畳、台所6畳）
築年度 平成2年
その他 県南水道、公共下水道、都市ガス

神谷住宅３１１号（１階部分）
構　造 鉄筋コンクリート造3階建て (エレベーターなし）

住　所 牛久市さくら台2-19-7
使用料 家賃：24,600 〜 40,700 円／月

駐車場 1 台可 1,500 円／月
間取り ３ＤＫ（和室6畳×2、洋室6畳、台所6畳）
築年度 昭和58年
その他 県南水道、公共下水道、プロパンガス

前山住宅Ａー２０２号（２階部分）
構　造 鉄筋コンクリート造2階建て (エレベーターなし）

住　所 牛久市猪子町833-2
使用料 家賃：27,200 〜 45,000 円／月

駐車場 1 台可 1,500 円／月
間取り ２ＤＫ（和室6畳、洋室6.3畳、ＤＫ10畳）
築年度 平成13年
その他 県南水道、公共下水道、都市ガス

前山住宅Ｂー２０４号（２階部分）
構　造 鉄筋コンクリート造2階建て (エレベーターなし）

住　所 牛久市猪子町833-2
使用料 家賃：33,200 〜 55,000 円／月

駐車場 1 台可 1,500 円／月
間取り ３ＤＫ（和室6畳、洋室7畳、洋室6畳、ＤＫ10畳）
築年度 平成18年
その他 県南水道、公共下水道、プロパンガス

問い合わせ　市社会福祉課☎873-2111内線1715

◆入居資格

（1）同居親族がいること。

（2）牛久市に居住または勤務していること。（外国人

登録の場合は永住許可に限る）

（3）収入基準に当てはまること。

　（給与所得が1人の場合の税込み総収入額：

　1人世帯367万円以下、2人世帯415万円以下、

　3人世帯462万円以下、4人世帯510万円以下、

　5人世帯557万円以下）

（4）すべての税を滞納していないこと。（税の未申告

者は申し込みできません）

（5）婚姻予定者の申し込みは、入籍予定日からさか

のぼって2 カ月以内です。

（6）持ち家がなく、現在住居に困窮していること。

（7）その他

◆申し込みに必要な書類

※（1）〜（5）は必須。（6）〜（10）は該当者のみ。ただし、

（3）〜（5）は同意書の提出で省略が可能です。同意

書は市社会福祉課に用意してあります。

（1）入居申込書

（2）健康保険証の写し（入居希望者全員分）

（3）住民票（入居希望者全員分）

（4）市県民税課税（所得）証明書または非課税証明書

　※平成18年中に収入がなかった方は非課税証明書

　◎平成18年以降に転職、就職された方は給与支払

い証明書（1 カ月以上の実績）を添付する。

　◎退職された方は、退職証明書など無収入を証明

する書類を添付する。

（5）納税証明書（すべての税目・入居希望者全員分）

（6）勤務地証明書（牛久市以外に居住の方）

（7）障害者手帳の写し（障害者のみ）

（8）戸籍謄本（寡婦夫のみ）

（9）借家などの契約書の写し（借家･アパートに居住の方）

（10）婚約証明書など、その他必要書類

※期間内に書類不備の場合は受け付けできませんの

でご注意ください。

◆入居時に必要なもの

（1）誓約書（連帯保証人2人、市内または近隣市町村の方）

（2）敷金および駐車場保証金3 カ月分

（3）風呂用バランス釜、浴槽、風呂用給湯器、照明

器具など（住宅により異なります）

◆入居者選考方法

・南裏住宅5号棟406号、神谷住宅311号…抽選

・前山住宅Ａー202号、Ｂ－204号…ポイント制

※ポイント制とは、入居希望者の生活状況に応じて

ポイントを付け、点数の高い方から入居していた

だく方法です。（同点の場合は抽選となります）
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ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
・
ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
の
演
奏
と
体
験

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
曲
を
演

奏
し
ま
す
。
ま
た
、「
き
よ
し
こ
の
夜
」

を
一
緒
に
演
奏
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

12
月
11
日（
火
）
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分

場
所　

小
坂
団
地
区
民
会
館

プ
ロ
グ
ラ
ム　

あ
あ
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
よ
、

ト
レ
パ
ー
ク
、
マ
マ
が
サ
ン
タ
に

キ
ッ
ス
し
た
、
ほ
か

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ　

ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
同
好

会（
西
村
）☎
８
７
３
・
７
４
５
２

牛
久
市
仏
教
会
歳
末
助
け

合
い
托
鉢

日
時　

12
月
13
日（
木
）午
前
９
時
～

行
脚
行
程　

観
成
院
出
発（
午
前
９

時
）
～
牛
久
駅
経
由
～
牛
久
市
役
所

到
着（
正
午
）

後
援　

牛
久
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
牛

久
市
商
工
会

問
い
合
わ
せ　

観
成
院（
古
渡
）☎
８
７

２
・
０
６
３
１

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー

日
時　

12
月
８
日（
土
）
午
後
５
時
30

分
～
８
時
30
分

場
所　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ

会
費　

１
５
０
０
円（
飲
み
物
・
生
バ

ン
ド
演
奏
付
き
）

問
い
合
わ
せ　

牛
久
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス

ク
ラ
ブ（
安
）☎
８
７
３
・
６
７
９
５

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
受
講
生

募
集（
ワ
ー
ド
中
級
）

日
時　

平
成
20
年
１
月
８
日
～
３
月
４

日
の
各
火
曜
日（
全
７
回
、
た
だ
し
、

１
月
15
日
、２
月
12
日
は
休
講
）、【
Ａ

コ
ー
ス
】
午
後
０
時
30
分
～
２
時
30

分
、【
Ｂ
コ
ー
ス
】
午
後
２
時
50
分
～

４
時
50
分

場
所　

県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
Ｊ

Ｒ
土
浦
駅
西
口
ウ
ラ
ラ
ビ
ル
５
階
）

受
講
料　

５
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）

対
象　

県
南
地
域
に
在
住
の
お
お
む
ね

50
歳
以
上
で
文
字
入
力
が
で
き
る
方

定
員　

Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
と
も
25
人
※
先

着
順
。

申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が
き
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
の
コ
ー

ス
を
記
入
し「
〒
３
０
０
‐
１
２
１

６
牛
久
市
神
谷
５
‐
24
‐
２
百
人
委

員
会
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
名
雪
重
子
」

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
Ｅ
メ
ー
ル

の
場
合
はn

.sh
ig

ek
o
@

d
ream

.co
m

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の
方
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
の

際
、
そ
の
旨
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

主
催　

県
南
地
域
高
齢
者
は
つ
ら
つ
百

人
委
員
会

後
援　

牛
久
市
教
育
委
員
会
ほ
か

問
い
合
わ
せ　

斎
藤
☎
８
５
１
・
６
３

９
８自

衛
官
募
集

子どもたちのアウシュビッツ
　15,000人の小中学生たちがアウシュビッ

ツに送られる前のわずかな時間を過ごした

「テレジン収容所」。そこに残された4,000枚

の絵と詩に出会った日本人作家・作曲家が、

子どもたちの作品を使って感動的なステー

ジを作り上げました。展示とコンサートを

通して、いのちや家族を見つめる魂の叫び

を聞いてください。

●展示会（入場無料）

日時　平成20年1月24日（木）～27日（日）

　午前9時～午後4時※最終日は正午まで。

場所　市中央生涯学習センター展示ホール

●コンサート（有料）

日時　平成20年1月26日（土）

　午後2時30分開場、午後3時開演

場所　市中央生涯学習センター多目的ホール

参加費　一般1,200円、中学生・障害者700円

共催　テレジンの絵を見る会、ゆめまちネッ

ト、牛久市社会福祉協議会

問い合わせ　牛久市社会福祉協議会

☎871-1295

受験種目
2等陸・海・空士
（任期制）男子

自衛隊生徒
（陸上自衛隊のみ）

受験資格 18歳以上27歳未満
中卒（見込み含む）17歳
未満の男子

受け付け
年間を通じて行っていま
す。

平成20年1月8日（火）ま
で

試験日
受付時にお知らせしま
す。（予定：12月15日（土）
ほか）

1次試験：平成20年1月
12日（土）

問い合わせ　自衛隊茨城地方協力本部龍ケ崎地域事務所

☎0297-64-3351
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わ
が
街
の
木

一
本
立
ち
が
似
合
う

ク
ス
ノ
キ（
ク
ス
ノ
キ
科
）

　

関
東
以
西
の
暖
地
に
分
布
す
る
常
緑
広

葉
樹
。
５
月
ご
ろ
、
小
さ
な
花
を
た
く
さ

ん
付
け
、
秋
に
は
大
豆
粒
ほ
ど
の
黒
い
実

を
結
び
、
鳥
た
ち
に
喜
ば
れ
ま
す
。
ま
た
、

木
全
体
か
ら
い
い
香
り
が
し
て
、
葉
や
材

を
蒸
留
し
て
樟
脳
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

長
命
の
木
が
多
く
、
公
園
や
神
社
な
ど

で
た
っ
ぷ
り
葉
を
付
け
、
こ
ん
も
り
と
し

た
樹
形
の
巨
木
を
見
掛
け
ま
す
。
駅
前
の

ク
ス
ノ
キ
も
い
ず
れ
は
大
き
な
木
陰
を

作
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

【
牛
久
駅
東
口
広
場
、
牛
久
駅
～
市
役
所
散

策
路
】、
資
料
提
供
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く

里
山
の
会〈
巨
木
リ
サ
ー
チ
）

問
い
合
わ
せ　

市
緑
化
推
進
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
１
５
１
１

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り

　

サ
ン
タ
さ
ん
の
顔
を
描
き
、
フ
ル
ー

ツ
で
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。
基
本

の
ス
ポ
ン
ジ
作
り
も
マ
ス
タ
ー
し
ま

し
ょ
う
。
18
㎝
の
ケ
ー
キ
を
お
持
ち
帰

り
し
ま
す
。

日
時　

12
月
23
日（
日
）午
前
９
時
～
正

午（
受
け
付
け
午
前
８
時
45
分
～
）

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
調

理
実
習
室

対
象　

５
～
６
歳
の
未
就
学
児
と
親

（
パ
パ
Ｏ
Ｋ
）

定
員　

18
組（
親
１
人
＋
子
ど
も
１
人
）

参
加
費　

１
８
０
０
円

申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が
き
の
往
信

用
に
、
親
子
の
氏
名（
子
ど
も
の
年

齢
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
返
信
用
の

あ
て
先
に
、
ご
自
分
の
住
所
、
氏
名

を
記
入
し「
〒
３
０
０
‐
１
２
１
７
牛

久
市
さ
く
ら
台
１
‐
17
‐
７
横
山
さ

え
子
」ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。
結
果
は
全
員
に
返
信
用
の

は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
締
め
切
り
日　

12
月
７
日（
金
）必

着
主
催　

キ
ッ
ズ
・
ク
ッ
キ
ン
グ

問
い
合
わ
せ　

横
山
☎
８
７
４
・
１
４

３
０
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　下根保育園のお友だちは、クリスマス

会と生活発表会に使う三角帽子を作りま

した。

　帽子は色画用紙、飾りは折り紙で作っ

たクリスマスの花（ポインセチア）と星で

す。どちらも五角形をはさみで切るのが

難しかったけれど、みんなで教え合いな

がら協力して上手にできました。 ぞうぐみ

下根保育園の
お友だち

「
昔
の
う
し
く
」の
写
真
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
眠
っ
て
い
る「
昔
の
う

し
く
」の
写
真
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
今
、
そ
の
よ
う
な「
昔
の
う
し
く
」

の
写
真
を
収
集
し
て
い
ま
す
。「
懐
か
し
い
」

「
残
し
た
い
」
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
牛
久
市
の
文
化
芸

術
」の
中
に
掲
載
を
開
始
し
ま
し
た
。

問い合わせ　市生涯学習課
☎873-2111内線3031

　昭和45年ごろの牛久沼で行われていた漁労の風景です。

今と違い沼の水も魚にとって住みやすい環境にあったよう

で、人々は自然の恩恵を受け、鯉、鮒などの漁労で生計が

成り立つ時代でした。残念なことに、今は外来種の魚が多

く住み着いているようです。しかし、最近はわかさぎ漁も

復活してきたようで、本来の牛久沼の姿が取り戻されるこ

とに期待したいものです。  　　　　（牛久市 岡野氏所有）

平成19年12月1日（966）号
　発行・編集 / 牛久市市民活動課
　　　〒300-1292  茨城県牛久市中央3丁目15番地1
　　　☎029-873-2111 FAX029-873-2512 

100％再生紙を使用しています。

環境に優しい大豆インキを使用しています。


